



























































脳漿炸裂ガール




さあ○○ように踊りましょう








原案／れるりり

著／吉田恵里香





[image: ]

角川ビーンズ文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　あぁ、またか。

　雑居ビルの間から降り注ぐ冷たい雨にうたれながら、呟つぶやいた。

　これは夢だ。『例の事件』の後、何度も何度も繰り返しみているやつである。

　夢の中で、私はなぜか道みち端ばたに倒たおれている。

　ズキズキと痛む頭を押さえたいのに、電源が切れたみたいに体はピクリとも動かなかった。もしかするとあばら骨にヒビでも入っているかもしれない。さっきから呼吸が苦しい。息をする度たび、ズキンッと激痛が体を走って気が遠くなった。容よう赦しやを知らない雨が更さらに強くなっていく。

　どうしてこんな状じよう況きようなのかは、さっぱり分からない。まぁ理り不ふ尽じんで意味不明なのが、夢の特とく徴ちようだもんね。

　制服は水を吸って重たくて、体温がどんどん奪うばわれていく。

　見えない麻あさ縄なわで体をアスファルトに縛しばられているようだった。何をしても全く無む駄だである。必死になって起きあがろうとしても、私の上半身が言う事を聞かない。「動いたら罰ばつ金きん」なんてルールが知らぬ内にしかれてるんだろうか？　この夢を見始めた時は、なんとか結末を変えようと色々と試ためしたものだった。でも、どう必死にあがいても無駄。結末は変わらないのである。私は起きあがることを即そつ行こう諦あきらめて、道路に寝ね転ころんだまま、時が来るのを待つ。何度も言うが、これは私が繰り返しみている夢なのだ。この後の展開は全部分かっている。

　さぁ、カウントダウンをしよう。あと十秒もしないうちに、彼女が現れるはずだ。５、４、３、２、１……。




「ハナ！」




　ジャストタイムだ。夢の中で私はほくそ笑えむ。

　やっぱり来た、ツインテールの天使が。

　懸けん命めいに駆かけ寄ってくる彼女は、私と同じ制服を着て、私と同じように全身ずぶ濡ぬれだ。天使が走る度、二つに結ばれた長い髪かみが激しく揺ゆれて、雨う滴てきを飛ばす。ニーソックスを穿はいた長い足が水たまりを踏ふみしめると、しぶきが激しく飛び散った。泥どろ水みずがはねて靴くつ下したを汚よごしたが、彼女は気にすることなく、何度も私の名前を呼びながら、こちらにやってくる。

「しっかりして！」

　近づいてくるなり、天使は私を抱だきしめる。

　彼女は私を胸に抱かかえると、頭をゆっくり撫なでた。冷え切った体にじわじわと天使の体温が伝わってくる。地べたに座ったら制服が汚れちゃうのに。そんな事を考えながら、ぼんやりと彼女の顔を眺ながめる。

　あぁ、やっぱり綺き麗れい。

　陶とう磁じ器きみたいに白くてツヤツヤの肌はだ。黒目がちな大きな瞳ひとみを囲う長い睫まつ毛げ。すっと筋の通った少し上向きの鼻。ぷっくりと赤い唇くちびる。この美しさ、どう考えてもこの子の正体、天使でしょ。

「ハナ！　ハナ！」

　天使は私の名前を呼んでは、ぽろぽろと涙なみだを流す。

　そんな顔やめてよ。せっかく綺麗な顔をしているんだから。もっと笑っている顔を見せてよ。泣かないで、と言いたいけれど舌がうまくまわらない。体の痛みは少しだけ和やわらいでいたけど、さっきより体がダルくなって、酷ひどく寒い。瞼まぶたまで重くなって目を開けているのがやっとだ。

「ごめんなさい、私のせいで」

　天使が溢あふれ出た涙を拭ぬぐう。すると彼女の顔が赤く染まる。

　真っ赤な血である。可哀かわい想そうに……天使はどこか怪け我がしているみたい。そこまで考えて私は気付くのだ。

　彼女が涙を拭ったのは、さっきまで私の頭を撫でていた手である。つまり、彼女の顔を汚しているのは私の血だってことだ。さっきから続いている鈍にぶい頭の痛みは、私が負った傷のせいだったのか。じゃあ今私を襲おそっている寒さや痛みって、遭そう難なんした人とかネロとパトラッシュが味わう「あれ」なのかもしれない。

　このまま死んじゃうのかな、私。

　夢って分かっていても、この瞬しゆん間かんはちょっと怖こわい。天使の顔についた血が、みるみる雨に流されていく。どうしても聞きたいことがあって、私は彼女に問い掛かける。この夢で何十回も尋たずね続けていることだ。




「ねぇ、あなたの名前は？」




　すると天使は一いつ瞬しゆん目を見開いたあと微笑ほほえんで、質問に答えるかわりに言うのだ。

「いいの、このまま全部忘れて」




　忘れて、忘れて……。




　何度も何度も同じ調子で天使は繰り返す。そんな天使を眺めていくうちに、私は夢から目覚めていくのだ。






















「好き」の反対は「嫌きらい」ではない、「無関心」だ。




　誰だれかがこんな風に言っていたけど、それってちょっと間ま違ちがってると思う。

　だって無関心でいられるって、その相手が自分にとって害がないってことでしょ？　だから興味を持たずに眼中にいれずにいられるわけですよ。

　もちろん私だって「好きの反対が無関心」って理り屈くつは分かる。

　嫌いっていうことは少なからず関心を持ってもらっていること。嫌いって負の感情だけど、相手が自分のことで頭いっぱいにしてくれる可能性だってある、相手に自分を認にん識しきしてもらえてるってことだもんね。




　でも、これって受け手側の理屈じゃない？




　しかも周囲の人に好かれたい人間限定、もしくは周囲から好かれて当然って思っている人間限定の理屈でしょ？




　そういう人達にとっては「好き（と思われている）」の反対は「無関心」なのは納なつ得とくできるっちゃできる。でも「無関心」というのは、相手との関係がプラマイゼロってこと。むしろ（本当は）良い人間関係を築けているっていえると思うんだよね。




　え、じゃあお前の考える「好き」の反対は何だって？

　ずばり、マイベストアンサーは「めんどくさい」だ。




　めんどくさいって思われるってことは、多かれ少なかれ相手にとって害のある存在ってことだ。だからって相手のことで頭をいっぱいにしたり、何か対策をとったりするのは、文字通り、めんどくさい。

　だから害が及およばない程度には関かかわるけど、あとは考えずに相手をシャットダウン。意識的に無関心を装う。




　この回答には私、かなり自信があるんだよね。




　だって私は同級生、いや学院の約九割の人間に「めんどくさい」って思われているスーパー問題児・市いち位いハナなんだから。




「次のパーキングエリアで十五分、休きゆう憩けいをとります」




　バスガイドさんの甲かん高だかい声が響ひびき、私は静かに伸のびをする。

　変な格好で眠ねむってしまったせいか、体が重い。

　それにさっきから朝日が顔に直ちよく撃げきして眩まぶしいったらありゃしない。窓側の席を選んだのは失敗だったかも。そんな事を考えながら、ゆっくりと首をまわし息を吸い込んだ。お菓か子しと化け粧しよう品の香かおりが混ざり合った甘ったるい空気が鼻び孔こうをすり抜ぬけていく。




　修学旅行へと向かうバスの中はわいわいと賑にぎわっている。

　クラスの中心グループ、優等生グループ、体育会系、文化系、ヲタク系……そのどの輪の中にも私は入っていない。




　断っておくが、別にいじめられている訳ではない。さきほどから話している様に私は周りから超ちようがつくほどめんどくさがられている。




　平成最大の怪かい事件とされる『聖アルテミス女学院集団失しつ踪そう事件』の最後の生存者なのだ。




　数年前、私を含ふくむ四十人の生徒。そして教師一人、教育実習生二人が突とつ如じよ学院から消える事件が起こった。懸けん命めいな捜そう査さが続けられたが、生徒達の消息は一いつ切さいつかめず時間ばかりが過ぎていったそうだ。




　それだけでも摩ま訶か不ふ思し議ぎなのだけど、この事件の気味悪さはそこではない。

　生徒達の生存は絶望的と思われていたある日、失踪していた三十八人の生徒が突とつ然ぜん学院に登校してきたのである。

　驚おどろき戸と惑まどう人々に失踪していた生徒達はキョトンとしながら「ごきげんよう」と挨あい拶さつしたという。なんと保護された生徒の誰ひとりとして失踪中の記き憶おくがないのである。三十八人の無事は確認されたが、生徒二人と教師達三人の消息は未いまだに不明。




　生徒達の生せい還かんで、事件の謎なぞはどんどん深まっていった。事件は連日メディアをにぎわせて、視し聴ちよう者の好こう奇き心しんを刺し激げきし続けた。




　宇宙人にさらわれた説。異空間に迷い込んだ説など、人々は好き勝手にこの事件を憶おく測そくした。聖アルテミス女学院の名は全国に轟とどろき、まとめサイトには学院の生徒達の写真が勝手にさらされ、ただでさえネットオークションで高額で取引されていた制服の値段は数倍に跳はね上がった。




　だけど人の噂うわさも七十五日。

　次し第だいにお祭り騒さわぎは下火となり、ワイドショーのトップニュースは失踪事件から人気アイドルの不ふ倫りん騒そう動どうに移りかわっていた。そんな風に徐じよ々じよに人々の記憶から事件のことが忘れ去られ始めていた一年前。




　行方ゆくえ不明だった生徒の一人が突とつ如じよ姿を現したのだ。

　そう、お察しの通り。それが私、市位ハナである。




　今いま更さら姿を現した私をどう扱あつかっていいか分からず、周囲は戸惑い、腫はれもののように扱った。更さらにめんどくさいのが、私が失踪中の記憶どころか、この女学院に入学してからの記憶も失っているということだ。




「よっぽど酷ひどい目にあったに違ちがいない」




　勝手に同情する大人達から何度「可哀かわい想そうに」と言われたか分からない。親も私から距きよ離りを取り続けている。

　いやいや私、記憶がないんだって。

　私は元気なんだから普ふ通つうに生活させてよ。せっかく憧あこがれの聖アルテミス女学院に入ったんだから。なんて、言える雰ふん囲い気きでもなく私は口を閉とざした。




　こうして心に傷を抱かかえた女子高生像は作り上げられていったのだ。




　こんなめんどくさい年上の同級生がクラスにいたら、めんどくさくって仕方ないでしょ？　友達にはなりたくないし、ハブッたりいじめたら大問題になるもんね。




「市位さん、大だい丈じよう夫ぶ？」




　声をかけてきたのは、隣となりに座るレイちゃんだった。

「大丈夫って、なにが？」

　思わず聞き返すと、彼女は目を伏ふせて、一いつ瞬しゆん言い淀よどむ。

「さっき、うなされてたみたいだから、怖こわい夢でもみたのかなって」

「あ、平気平気。なんか、ごめんね」

　私は口早に返事して、愛あい想そ笑いを浮うかべる。

　ほっとしたようにレイちゃんは私に微笑ほほえみ返して再び旅のしおりを眺ながめだす。
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　ちなみに修学旅行の行き先はフランスだ。

　失踪事件のせいで、私達の学院は、というか制服は全国で有名になりすぎた。

　国内のどこにいっても、指をさされてヒソヒソ話をされるのは間ま違ちがいない。じゃあ海外にいっちゃえばいいじゃんってことらしい。




　さすがお嬢じよう様さま学校。発想がグローバルである。




　さして面おも白しろくなさそうに旅のしおりをめくりながらレイちゃんは長い黒くろ髪かみを耳にかける。彼女のコシの強い艶つややかな髪の毛は、ぱらぱらと耳から滑すべり落ちていく。

　夢に出てくる天使には及およばないけれど、レイちゃんも結構綺き麗れいな顔をしていると思う。手足もすらっと長いし、テストの成績も結構良い。本来ならば私なんかと一いつ緒しよに行動してくれるタイプの子じゃないのだ。




　彼女が私と一緒にいてくれる理由は、とっても簡単。




　レイちゃんもクラス中からめんどくさがられている一人──私と同じで、あの失踪事件の被ひ害がい者しやだからだ。事件に関わった生徒の大半は早々に転校してしまったし、残った生徒も既すでに卒業している。




　レイちゃんが他ほかの人と違うのは、いわゆる不登校期間が長かったことだ。




　彼女いわく学校に通いだすきっかけが作りだせず、悶もん々もんとしていたところに私が姿を現したらしい。一人で学校に復帰するのは辛つらいが、誰だれかと一緒ならば頑がん張ばれると思ったそうだ。失踪中の精神的ショックからではなく理由は他にあるらしいが、レイちゃんはそれ以上喋しやべりたがらない。

「自分の中で整理をつけるのが色々難しくて」

　彼女はそう言って、家にひきこもっていた時期の話をきりあげた。それ以上、話を掘ほり下げたりするつもりはない。私だって彼女にいつもみる夢の話はしていないし、お互たがい様だ。




　仲は悪くないが、良いわけでもない。

　他に一緒にいる人がいないから傍そばにいるだけ。

　嫌いやな言い方に感じるかもしれないけれど、それが真実だ。




「……あと一回か」




　スマホをいじりながら、レイちゃんが呟つぶやく。

　私が「ん？」と反応すると彼女は恥はずかしそうにほおを赤らめた。

　どうやら頭で考えていたことが口から漏もれてしまったらしい。ポカンとしている私に彼女はモジモジしながら喋り出した。

「高校生活でのイベント、修学旅行が終わったらあとは卒業式くらいだなって」

「あぁ」と、私は短く相あい槌づちを打つ。

　そこで会話が終わるかと思いきや、レイちゃんは更に言葉を続ける。




「私達の高校生活ってなんだったんだろうね」




　私は黙だまっていた。

　なんて言葉を返していいか分からなかったのだ。なにか喋らなきゃと必死に言葉を探していると、エンジン音がおさまり、周囲が静かになった。パーキングエリアに到とう着ちやくしたのである。

「トイレ、行くでしょ？」

　あからさまに話をそらした私に、レイちゃんは優やさしく頷うなずいた。




　　　　☆★☆★




　朝早いというのに、パーキングエリアは賑にぎわっていた。

　仕事に向かう途と中ちゆうなのか終えたところなのか、どちらかは分からないけれど大人達は皆みなどこか疲つかれた顔をしていた。

　一方、元気の塊かたまりみたいなクラスメイト達はお土産みやげコーナーに群がり、御ご当とう地ちキーホルダーを手にとりキャッキャと楽しそうにしている。

　フランスに到着する前なのに、そんなにテンションあげて大丈夫かな。

　休きゆう憩けいスペースの端はじっこで、私はそんな余計なことを考えている。飲み物を買いにいったレイちゃんの帰りを待っているのだ。




　やることもないのでテレビから垂れ流されているニュース映像をぼんやりと眺める。

　稲いな沢さわ雄ゆう三ぞうとかいう人が国会議員を辞やめたってことをキャスターの人が繰くり返し伝え続けている。なんでもこのオッサンは去年五ご反たん田だ駅で演説中に銃じゆう撃げきされて、ずっと療りよう養よう中だったらしい。




　どうでもいいよ、そんなこと。




　私は思わずテレビにツッコんだ。銃撃事件は結構大きなニュースになったらしいけど、行方ゆくえ不明の間に起きた出来事だからいまいちピンとこない。

　というか、おじさんが議員を辞めたからってなんだっていうの、そんなの私に関係ないし。自分の身のまわりのことすらキチンと対処できないのに、日本の政治経済にまで頭はまわりません。寝ね起おきのせいなのか虫の居所が悪くて、毒づきが止まらない。




「やっぱ、行くの、やめれば良かった」




　実はギリギリまで悩なやんでいたのだ。修学旅行に行くかどうかを。

　楽しめないのは最初から予想できていた。

　私が行かなければ先生もクラスメイトも皆ハッピーだってことも知っている。

　周りのお嬢じよう様さまからしたらどうってことないだろうけど、我が家の経済状じよう況きようだとフランスまでの旅費だって馬ば鹿かにならない。




　じゃあ、なんで参加を決めたかって？

　それは癪しやくだったからだ。

　私が修学旅行を欠席すれば、家族やクラスメイト、私を知る全すべての人達に「あぁ、やっぱり元の生活に馴な染じめていないんだ」って同情されるのは目に見えている。

　今いま更さら人の目を気にしてどうするんだって自分でも思う。

　けど、同情され続けるのは、どうしてもイヤだったのだ。私の中に残っていた小さなプライドに苦く笑しようしていると、




「ハナ」




　突とつ然ぜん声をかけられた。

　名前で呼ばれるなんて家以外でめったにない。もしかして私の勘かん違ちがいかな。疑いつつも、得意の愛あい想そ笑いを浮うかべて声がしたほうを振ふり返った。

「え？」

　驚おどろき過ぎて頭が真っ白になる。愛想笑いを浮かべるのも忘れて、私は目の前に広がっている光景を、ただ見つめることしかできなかった。







　そこに立っていたのは天使だった。




　何十回も繰り返し、私の夢に現れ続けたツインテールの彼女である。

　もしかして、これは夢の続き？

　慌あわてて頰ほおをつねってみるが、やっぱり現実のようだ。天使が目の前にいる……そのインパクトが強すぎて彼女から視線を外すことができない。

　動どう揺ようを隠かくしきれない私に、天使はゆっくりと近づきながら言った。




「ごめんなさい、ハナ」




　何を言っているのか、私にはサッパリ分からない。

　ポカンとする私をおいたまま、彼女は何度も謝り続ける。よくみると彼女の体は傷だらけで、至る所が擦すりむけて血が滲にじんでいる。制服もところどころ破れていて、ツインテールも乱れてしまっている。満まん身しん創そう痍いを絵に描かいたような状態だ。

「あの、大だい丈じよう夫ぶですか？」

　戸と惑まどう私の手を、天使はぎゅっと摑つかんだ。

「もうあなたを守りきれないかもしれない」

　握にぎられた手を慌てて振りほどこうとするが、ビクともしない。

　凄すごい力だ。

「守るって……なんの話ですか？」

　天使との対面の感動は消え去り、ただ気味が悪い。ズキンズキンとこめかみのあたりが痛みだす。

　彼女はポケットから小さな箱を取り出して、私のポケットに無理やりねじ込んだ。

「これからどんな事が起きようとも、私とあなたは一心同体。一いち蓮れん托たく生しようだから」

「いや意味が分からないんですけど」

「悲しい気持ちになったら、その箱を開けて……私にできるのはそれくらいだから」

　そう言って彼女は私を抱だきしめる。

　夢の中のように天使の体は温かく、柔やわらかい。

　でも柔らかさなんてどうでもいい。なんで見ず知らずの人間にいきなりハグされなきゃいけないのか、さっぱり分からないよ！

「やめてくださいってば」

　我が慢まんできずに私は身をよじり、天使をつき飛ばした。
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「ハナ、待って！」

　彼女の制止を振り払はらって、私は駆かけだした。

　お客さんの間をすり抜ぬけて、無我夢中で前へと進む。

　パーキングエリアを全力疾しつ走そうしているのは私だけ。周囲の視線が集まるが、気になんてしていられない。




　あの全く話が通じない感じ……あの天使、絶対ちょっとイッちゃってる人だよ！

　必死に走りながら、私はレイちゃんを探す。

　さっさと彼女を見つけだしてバスに乗ってしまおう。車に乗ってしまえば彼女も追ってこられないはずだ。

　さっきから始まった頭痛はどんどんひどくなり、くらくら眩暈めまいがしはじめる。

　走っているせいで、ツリそうになっている脇わき腹ばらを押さえながら周囲を見回すが、どこにもレイちゃんの姿はない。

　こうしている間にも、いつさっきのツインテールが追ってくるか分からない。レイちゃんには悪いが、さきにバスに戻もどってしまおう。




　そう決心した時である。




　休きゆう憩けいスペースに座っていた誰だれかの足がすっと私の前に伸のびた。

「あ！」

　気付いた時にはもう遅おそかった。

　伸ばされた足に蹴け躓つまずいて、体がふわりと浮きあがる。勢いがついていた分、私の体は派手に床に転がっていく。

「痛っ！」

　叩たたきつけられた体がジンジンと痛む。

　身動きがとれず唸うなっていると、周囲の大人達が「大丈夫ですか？」と、駆け寄ってくる。

　死ぬほど恥はずかしかったが、私はほっとしていた。これでもう天使は私に近づく事が出来ないだろう。

「怪け我がは、大丈夫ですか？」

　駆け寄ってきてくれた大人達に、私はペコリと頭をさげる。

「あ、はい。大したことないんで」

「なら良かった」

　大人達は無表情のまま、私を取り囲んでいく。

　大人達の輪は徐じよ々じよに狭せまくなり、彼らの息いき遣づかいが聞こえるくらいまで近づいてくる。その時になって私はようやく、なにかがおかしいっていう事に気付いた。

「もう大丈夫ですから」

　そう言っても、彼らは私から離はなれようとしない。え、ここは変人専用のパーキングエリアかなんかなの？　一刻も早く逃にげ出そうと立ちあがろうとした私を、彼らはすぐさま羽は交がい締じめにする。

「いや！」

　パニックになり悲鳴をあげようとしたが、その口元は男の手で塞ふさがれた。男が持っていた布が顔を覆おおう。

　布からはツンと薬品臭しゆうがした。

　ヤバい、これ絶対吸いこんじゃいけないやつだ。

　だが時すでに遅し。すぐに男達の顔がグニャグニャと歪ゆがみだして、あっという間に私の意識は途と絶だえた。




　　　　☆★☆★




　目に飛び込んできたのは煌きらびやかなシャンデリアだった。




　これでもかというくらい装そう飾しよくがされたそれは金色に輝かがやき、優やさしげな光を放ち続けている。意識が戻った後も、私はしばらくシャンデリアを眺ながめていた。

　寝ねかされている絨じゆう毯たんは毛足が長くフカフカで気持ちいい。このまま現実と向き合わずに眠ねむってしまいたかった。

「市位さん!?」

　私を現実に呼びもどしたのはレイちゃんだった。蒼あお白じろい顔をした彼女は、私の体を揺ゆさぶっている。

「ねぇ、どうなってるの？　ここどこ？」

「分からない」

　結けつ婚こん式とかが行われるような豪ごう華かでだだっ広い部屋である。

　こんな場所がパーキングエリアにあるとは思えない。眠らされた後、どこかに連れ去られたみたいだ。

「急にへんな男達に囲まれて、気付いたらここにいて」

「私も一いつ緒しよ」

　レイちゃんが差し伸べた手に摑つかまり、ゆっくりと起きあがる。

　ずしんと頭が痛んだ。頭痛がさっきより酷ひどくなっている。まだ意識がぼんやりしているせいなのか、私は彼女みたいにうまくこの状じよう況きように怯おびえられずにいた。どうしてこんなに冷静なのか、自分でも不思議だった。

「絶対やばいよ、これ……とにかく逃げなきゃ」

　レイちゃんに手を引かれるまま、走りだそうとした時だった。




「ゴキゲンヨウ」




　部屋のスピーカーから突とつ然ぜん声が響ひびいた。

「オ目覚メデスカ、市位ハナサン」

　その声は無機質で抑よく揚ようがない。人工音声というやつだろうか。文字通り、機械的である。困こん惑わくする私達の頭に、謎なぞの声が降り注ぐ。




「コレカラ、アナタニハ、チョットシタ実験ニ参加シテ頂キマス」




「実験？」と、思わず言葉を繰くり返す。

「協力者デアル三十七名ニ登場シテ頂キマショウ」

　その声を合図にガチャリと部屋の扉とびらが開いた。




　数は四十人くらいだろうか。女の子達が室内になだれ込んでくる。

「なんなのよ、もう！」

「また私達を苦しめる気!?」

　そんな悲鳴をあげながら歩く彼女達の背後には、揃そろいの制服を着た男達がずらりと並んでいる。その手には銃じゆうが握にぎられて、その銃口は彼女達に向けられていた。

「……モクハ、マイカ」

　最初に口を開いたのはレイちゃんだった。

　レイちゃんが見つめる先には、ブランド品に身を包んだモデル体型の女の子と、なんだか露ろ出しゆつ度どの高い格好をした背の小さな女の子がいる。二人ともレイちゃんに名前を呼ばれたことには気付いていないようだ。身を寄せ合い、ブルブルと震ふるえて涙なみだぐんでいる彼女達を、レイちゃんはどこか懐なつかしそうに眺めている。

「二人のこと知ってるの？」

　恐おそる恐る尋たずねると、レイちゃんは首を横にふる。

「二人だけじゃない……ここにいる人達全員」

「え、全員知り合い？」

「知り合いっていうか、私達の元クラスメイト」

　こちらの動きを監かん視ししているのか、レイちゃんの言葉を補足するように謎の声は言った。




「正確ニ言エバ、市位サンと同ジク失しつ踪そう事件ノ犠ぎ牲せいトナッタ皆みなサンデス」




　思いがけない答えに「え」しか言葉がでてこない。

　学院に入学してからの記き憶おくがごっそり消えている私には、彼女達が同級生だったかどうかも判断できない。

　でも、この状況がヤバすぎることくらいは理解できる。

　だって、あの事件の被ひ害がい者しや達が一つの場所に連れ去られたってことでしょ。

　この人達が私達の失踪事件に関かかわっている可能性は非常に高い。いや、失踪事件の犯人で、ほぼ間ま違ちがいない。




　集められた元同級生達は私と違って、状況をすでにきちんと理解しているようだ。

「どうして私達ばかり」

「今度はなにする気？」

「もういや！」

　彼女達は怯えきってワンワンと泣き叫さけんでいる。発せられた言葉達が恐きよう怖ふに変わり、室内に充じゆう満まんしていく。

「静かにしろ！」

　少女達を威い嚇かくするように、男の一人が空に向かって銃を撃うつ。

　銃口から飛び出したレーザーがシャンデリアに命中した途と端たん、爆ばく発はつ音がとどろいた。粉々になったガラスや金具が床ゆか一面に飛び散る。

「きゃあ！」

　再び短く悲鳴があがったが、すぐにそれは収まって室内は沈ちん黙もくに包まれた。

　私以外の女の子達が頭を抱かかえている。

　彼女達はしゃがみこんだまま、息を殺して男達の様子を窺うかがっている。もったいつけるようにタップリと間をとった後、シャンデリアを撃った男が淡たん々たんと語りだした。

「君達が行う実験は至って簡単だ。五分以内に四人一組のグループをできるだけ多く作ること、それだけだ」

　間かん髪はついれずに別の男が口を開く。

「四人一組を作れた者は手を繫つなぎ、その場に腰こしをおろすこと。それでは用意、はじめ！」




　なんだ、そんなことか。




　皆の顔が安あん堵どの表情に変わった、のは、ほんの一いつ瞬しゆんだった。

　みんなの頭に同じ疑問が浮うかんだのだ。




　ここにいるのは三十九人。三十九わる四は……九あまり三。

　四で割り切れないのは小学二年生でも分かる事だよね。




「どうした、もう十五秒経過したぞ」

　男に急せかされても、その場から誰だれひとり動こうとしない。近くにいる相手と顔を見合わせて困惑している。

「……あのぉ～」

　すらりと背の高い女の子が恐る恐る右手をあげた。

　さっきレイちゃんが声をかけていた子である。左指にはクルクルとキューティクル全開の長い髪かみが絡からみついている。

「ひとつ質問いいですか？」

　男達に愛あい想そよくしようと、彼女は必死にひきつった笑えみを浮かべている。しかしその笑顔に彼らは全く反応せず「言ってみろ」と冷たく言い放った。

　ひきつった笑顔が更さらに強こわ張ばっていく。不安を和やわらげる為ためなのか、女の子は指に髪の毛をクルクルと巻き続けながら尋ねた。

「四人組になれなかった、余っちゃった三人はどうすればいいん」




　バシュッ！

　言葉の途と中ちゆうで、彼女の体がのけ反った。




「で、すか？」と、質問の続きを口にしながら、そのまま後ろにバタリと彼女は倒たおれた。

　男が彼女に向かって何度も引き金を引いたのだ。

　「ひっ!!」

　男の行動におどろいた三つあみおさげ髪の子が出口に向かって走り出す。だが男は逃げる女の子の背中にも容よう赦しやなく銃じゆう弾だんをあびせる。

　撃たれた女の子達は悲鳴をあげ続け、やがてピクリとも動かなくなった。

「余った人間はこうなる……分かったな？」

　瞬またたく間に沈黙は破られた。

　悲鳴、というより騒そう音おんといったほうがいいかもしれない。とにかく四方八方から叫び声があがる。ズキンズキンと、私の頭は更に痛みだす。恐怖や悲しみとは違う感情が次し第だいに胸をしめていく。




　この絶望感、私、知ってる。




　人が銃じゆうで撃たれる。普ふ通つうは遭そう遇ぐうすることのない、ありえない状じよう況きようを『知ってる』『何度も味わってきた』と思ってしまう自分が怖こわかった。警告アラームのように頭は激しく痛み続けている。

「残りは三十七人…こうなりたくないなら、早く四人組を作るんだな」

　男は倒れている女の子を足先で小こ突づきながら、ニヤリと笑う。

「残り時間、あと三分だぞ？」




　その言葉をきっかけに、へたり込んでいた彼女達が一いつ斉せいに動き出した。

　自分の命が懸かかっていると分かった途端、彼女達の顔から悲しみや怯おびえが抜ぬけ落ちていった。死にたくない、ただその感情だけが露あらわになり瞳ひとみがぎらついている。

「紙し祖そさん、こっち！」

　露ろ出しゆつ度どの高い服をきた女の子が、先せん陣じんを切って大声をあげた。

「はい、みんなマイカのトコ集合～！」

　小さな彼女に吸い寄せられるように次々と人が集まっていくが、

「ちょっとそっちじゃなくて私のところ来てよ！」

　どこからか怒いかりの声があがる。まだまだ周りには呆ぼう然ぜんとしている子がいるのに、一人になるのが怖いのか、我先にグループを作ろうと必死なのだ。

　互たがいに目配せしあい、声をかけあい、瞬く間に四人グループが出来上がっていく。




「ほらレイコっちも、こっちきて！」

　自らをマイカと呼ぶ女の子がレイちゃんの名前を呼ぶのが聞こえた。







　あぁ、これで完全に一人だ。




　彼女達の名前も分からない私は完全に取り残されていた。

　彼女達だって私になんて何の思い入れもないだろう。数カ月しか学校生活を共にしていない同級生を自分のグループにいれようなんて普通は考えない。

「私とグループになって」そう声をかければいいだけなのに体が全く動かないのだ。




「市位さん、何してるの!?」




　ぼーっと立ちつくしていた私の手をレイちゃんが摑つかむ。

「早くどこかのグループに入らなきゃ」

　さっき彼女はマイカという子とグループを組んだはずなのに。

　戸と惑まどい「え、あれ、なんで」とオドオドしていると、彼女は黒くろ髪かみをかきあげながら微かすかに笑った。




「市位さん置いて一人でいけるわけないじゃない？」




　こんな時まで私を気づかってくれる彼女の優やさしさに胸が熱くなる。レイちゃんなら他ほかの子達とも馴な染じめるはずなのに。

「残り二分！」

　男達に急かされて、室内を見まわすが既すでにほとんどのグループが出来上がってしまっている。立っているのは、ほんの数人だ。

「誰か、あと二人お願い！」

　レイちゃんが叫さけびながら余りもの候補の女の子達に近づいていく。

　だけど私達が駆かけ寄っていく間にも、ひとつ、またひとつと新たなグループが出来上がっていった。

　すでに四人組を作った子達はこちらと目が合わないように俯うつむき、レイちゃんの声が聞こえていないみたいに固まっている。部屋の中央まで走ったところで私達は自分の置かれている状況に気付いた。

「え」

　涙なみだ目めになりながらレイちゃんは対たい峙じする元同級生達を見やる。

　グループを作れず、立ちつくしている女の子の数は三人。互いの手を握にぎり合い、こちらに絆きずなの深さを見せつけている。呆然としている私達に、三人組の一人がそっと手を伸のばした。




「一人、こっちに来て」




　最初は彼女が何を言っているのか分からなかった。硬こう直ちよくしたままの私とレイちゃんに手を伸ばしている子が舌打ちをする。

「どっちでもいいから、早くして！」

　この子達は私達のどちらかを見捨てて、四人グループを作ろうとしているのだ。

「なに、あんた達死にたいの!?」

　目を血走らせながら、彼女は伸ばした手をぐっと私達に伸ばし続ける。

　この三人は自分達が言っていることが分かっているんだろうか。どっちが生き残って、どっちが死ぬのかを、私達に話しあえとでも言うの？

　レイちゃんは呆然と私の顔を見つめたまま固まってしまっている。

「さっさとしてよ！」

「もう時間ないんだから！」

　三人組は私達を責めたてる。別にうちら悪いこと何もしてないのに。命が懸かっている時はなにしてもいいの？　そう言ってやりたいけど頭が痛すぎて駄だ目め。もう何も考えられない。この状況に、火に油を注ぐように男の一人が口を開いた。

「四人組になれていない者は全員こいつと同じ運命をたどることになる！」

　男はさっき射殺された女の子の髪かみを持ち、物のように頭を持ち上げる。人形のようにされるがままとなった彼女の姿を見て、ここにいる全員が思っただろう。あいつみたいにはなりたくないって。




「残り時間は、あと三十秒！」




　私達を煽あおる様に男達はカウントダウンを続け、そこに三人組の罵ば声せいが混ざり合う。レイちゃんはカタカタと震ふるえ続け、今まで見た事ないような険しい顔をしている。私を見放すか、このまま時が過ぎていくのを待つか、決断を迫せまられて苦く悩のうしているのだ。その表情を見て、私の決意は固まった。

「……レイちゃん、ごめんね」

　そう言ってから、私は彼女の背中を思いっきり押した。

「きゃっ」

　悲鳴をあげながらレイちゃんは、そのまま三人組の前にベタンと大きな音を立てて倒たおれた。ポカンとしたまま、こちらに手を伸ばし続けている女の子に、私はコクリと頷うなずく。

「早く、時間がない」

　私の一言で我に返った彼女は倒れているレイちゃんの手を摑んだ。レイちゃんを摑んだ三人組が床ゆかにしゃがみこんだのは、カウントダウンが１から０に変わる寸前のことだった。




「ごめんね、押し倒して。怪け我がしてない？」

　レイちゃんに声をかけるが、放心状態の彼女は倒れたまま「なんで、どうして」を繰くり返し続けている。

「私ね、レイちゃんがいたから毎日頑がん張ばれたんだよ」

　レイちゃんを助けることができて、私は心の底からほっとしていた。一いつ緒しよにいる人が他にいないから一緒にいただけ……私達はそれだけの仲。でも、それだけのことが私には死ぬほど嬉うれしかったんだ。

「さっき、私の手を取ってくれてありがとう、学校で一緒にお弁当食べてくれてありがとう……」

　私は心からの感謝を彼女に伝える。

　別にかっこつけている訳ではない。おかしな事件に巻き込まれて記き憶おくもごっそり抜ぬけ落ちてしまって、私は前とすっかり変わってしまった。どうして生きているんだろうって何度も自問自答し続けた。

　でも私が生き残ったのは、こうやってレイちゃんを助ける為ためだったんだね。そう素す直なおに思える。




「残ッタノハ、ヤハリ市位サンデシタカ」




　スピーカーから再び謎なぞの声が流れだす。

「友達ノ為ニ命ヲ犠ぎ牲せいニスルトハ、ヤハリアナタハ素晴ラシイ」

　立ちつくす私に、男達が一いつ斉せいに銃じゆうを向けた。私に照準を合わせているけど、それだけ大勢で狙ねらえば絶対外すことはないでしょと、脳内でツッコんだ。さっき撃うち殺された少女の姿が何度も頭の中でリピートされている。覚かく悟ごを決めたはずだったのに、私の膝ひざはガクガクと震えだした。

「怖こわイデスカ？」

　そりゃ怖いに決まってるじゃない、と頭上のスピーカーをギロリと睨にらむ。

「怖イナラバ命いのち乞ごイデモスレバドウデス？」

　なんだ、こいつ……私が泣き叫ぶところがみたいっていうの。悪あく趣しゆ味みもここまでくると逆に感心しちゃうね。絶対そんなことするもんかと、私は唇くちびるを嚙かんで、口を噤つぐむ。

「イインデスカ、誰だれカガ助ケテクレルカモシレマセンヨ」

　スピーカーから流れる声を聞き、私は思わず鼻で笑ってしまった。

　誰かって誰？

　この一年、私の帰き還かんを心の底から喜んでくれた人なんていた？　本当に必要としてくれた人なんていた？　親にだってどう扱あつかっていいか分からないって思われてるんだよ？　そんな私を一体誰が助けてくれるっていうの？




「時間だ」




　男達が一斉に引き金に指をかける。

　処しよ刑けいの時間がやってきたようだ。未いまだに倒れたまま動けないレイちゃんがか細い声で「市位さん」と私の名前を呼んでいるけど、さっきから続いている頭痛のせいで、彼女にうまく反応することができない。




「発はつ砲ぽう用意！」




　さっきシャンデリアを破は壊かいした男がすっと手をあげる。その手をさげたら発砲開始ですか？　運動会のかけっこじゃないんだから、もっとかっこいい合図ないの？

　必死に強がって毒づいてみるけど、やっぱり駄目。

　めちゃくちゃ怖い。死にたくない。

　さっきの女の子みたいにじらさず一気にやってくれればいいのに。男が手をさげていく様子がスローモーションみたいにゆっくり感じられる。嚙みしめ過ぎていたせいで唇から血が滲にじむ。嚙む力を緩ゆるめた途と端たん、私の口からぽろりと弱音がこぼれ出た。




「……誰でもいいから、助けてよ」




　その直後だった。

　バシュッ！　バシュッ！　バシュッ！　と、激しい銃じゆう声せいが鳴り響ひびいたのは。

　一斉にレーザーが発射されて、私の体が蜂はちの巣になった……はずだった。




「え？」




　目の前が真っ暗になる。

　それは私の意識が途と切ぎれたとか、そういう訳ではない。

　元同級生達が私を取り囲んで、視界を塞ふさいだのだ。

　発砲される直前、彼女達は一斉に私に駆かけ寄り、身を挺ていして銃じゆう撃げきを防いだ。盾たてとなり、私を守ったのである。体に銃撃を受けて彼女達は「うぅ」と小さくうめき声をあげるものの、無表情のまま立ち尽つくしている。

「え、なんで、どうなってるの？」

　さっきまで私の姿が見えてないみたいに無視したじゃない。目を伏ふせて、私達とは一いつ切さい関かかわりありませんみたいな顔してたじゃない。なんで私を守ったりしちゃってるの。

「うわっ!?」

　元同級生達の隙すき間まから聞こえてきたのは、男達の悲鳴だった。

「ちょっと、なに？　なにが起きてるの!?」

　私は盾となっている女子達をかきわけて外へと飛び出した。

　目の前に広がっていたのは全く予想していなかった光景だった。




　え、なにこの展開？




　パニックになりそうな頭を必死に回転させるが、やっぱり理解できない。
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　だって元同級生達が男達に次々と飛びかかっているんだよ？　相手は銃を持っていて何度も銃撃されているのに、それでもお構いなしで男達に摑つかみかかって押し倒して、動きを封ふうじているんだよ。

　敵は男達のはずなのに、私は彼女達が怖くて怖くてたまらない。

　この感覚、そうゾンビ映画だ。さっきまで友達だった人間がゾンビと化して人々を襲おそっている。それを目まの当たりにしている気分だ。撃たれても殴なぐられても全く動じない。痛みも感情も……人間らしいものを何もかも失っている。ゾンビの群れを呆ぼう然ぜんと眺ながめていると、その中に見慣れた艶つややかな黒くろ髪かみがあった。

　レイちゃんである。

「ちょっと、なにしてんの!?」

　慌あわてて彼女の手を摑むと、レイちゃんはじろりとこちらに視線をむけた。

「なにって、市位さんを助けるの」

　うつろな目をしたレイちゃんの言葉は、スピーカーから聞こえる謎なぞの声みたいに抑よく揚ようがなく不気味だ。彼女は私の手を振ふりほどこうと何度も腕うでを振り続けている。

「助けるって、馬ば鹿かなことはやめてよ」

　レイちゃんはピタリと腕を振るのをやめた。

「わかった、やめる」

　あっさり抵てい抗こうをやめたレイちゃんは私の前に立ちつくしている。無表情で動きは一いつ切さいない。ゾンビ化の次は人形化しちゃってるよ。

「レイちゃん、どうしちゃったの？　ねぇ!?」

　肩かたを摑み、レイちゃんに問い続けるが、彼女は全く反応しない。




「想像以上ノ実験結果ガデタヨウデスネ」




　謎の声は、抑揚がないのにどこか嬉うれしそうに聞こえた。




「第一実験ハ終しゆう了りようデス……市位ハナヲ確保シナサイ」




　命令に従って、男達は少女達の制止を振り払はらい一丸となって私に向かってくる。

　小川に仕し掛かけられた網あみで魚を追いたてるように、男達はじわりじわりと近づいてくる。確保ってどういうこと？　実験の成果って、この意味不明なゲームにどんな意味があったっていうの？

　頭の中を埋うめ尽くすクエスチョンマークが私の脳みそを攻こう撃げきし続ける。ズキズキと激痛が走り、頭が割れそうだ。

「こっち来ないで！」

　レイちゃんの手を引き、私は男達から逃にげようと後ずさる。けど、あっという間に背後に壁かべが現れて、私は逃げ場を失った。

　レイちゃんは無表情のまま、じっと私を見つめ続けるだけで男達のことなんて一切気にしていないようだ。

「なんなのよ、私がなにしたっていうの!?」

　腰こしの力が抜ぬけて、私は壁を伝う様にヘナヘナと地べたに腰を下ろす。その時、ブレザーのポケットからコツンと音が聞こえた。男達を睨にらみつけながら、そっとポケットに手を伸のばす。

　それはさきほど天使が私のポケットに入れた小箱だった。

　そうだ、天使と会話を交かわしたあの時から、何もかもがおかしくなり始めたんだ。私は小箱を摑み、勢いよく腕を振りあげた。

「あっちいけって、いってるでしょ!?」

　力任せに男に小箱を投げつける。

　箱は男に当たりはしたが、もちろんこれで彼らを撃げき退たいできるわけがない。男にぶつかり跳はね返った小箱が落下して、その衝しよう撃げきで蓋ふたが開き、床ゆかに中身が散らばった。




　中から出てきたのは色いろ鮮あざやかな丸い物体。

　可愛かわいらしいマカロンだった。




　私の脳みそがマカロンを認にん識しきした途と端たん、今までと比べものにならない激痛が走った。痛みが全身を貫つらぬき、我が慢まんできずに悲鳴をあげた。

「頭が！」

　頭を押さえこみ、私はその場に倒たおれこんだ。

　ズキン、ズキン。

　目を開けているのも息をするのも辛つらい。頭にトンカチで釘くぎをさされているみたい。ありえない程ほどの痛みが走る度たびに、記き憶おくの断だん片ぺんが脳のう裏りによみがえっていく。どれも全く記憶にない光景ばかり。その記憶のいたる所に、天使の姿がある。




　一いち蓮れん托たく生しよう。　　　ビッチ。　　　　檻おりの中にいる天使。　　　　　　ツイッター画面。

　　黄金卵の就ジヨブ職ハンテ活イング動ゲーム。　茶ちや髪ぱつの男。　　眼鏡をかけた男の微笑ほほえみ。　パッチ。

　リッチ。　　　　前まえ髪がみパッツンの少女。　　　黒髪の男。

　　消火器を持って走る天使。　　　　　　　　　　　　　　　ハナいきて。

プールに浮うかぶレイちゃん。　　　涙なみだを流す天使。　ロシアンルーレット。

　　花いちもんめ。　マカロンを食べる天使。私に微笑む天使。私の大切な人。




　……そう、彼女の名前は稲沢はな。はなちゃんだ。




　封じられていた記憶の扉とびらが開け放たれて、私の目から涙が溢あふれ出た。

　どうしてこんな大切な事を忘れていたんだろう。この世の全すべてを忘れても絶対忘れちゃいけなかった一蓮托生で運命共同体の親友のことを。




「思い出した、思い出したよ……はなちゃん」































「明日あしたには全部、元に戻もどるのね」




　はなちゃんが雪の話をしているのだと気付くまでに、少し時間がかかった。

　彼女が天に手を掲かかげている姿を見て、ほっと一安心してから私もビニール傘がさ越ごしに空を眺ながめる。

　朝から降りだした雪は今にも雨に変わりそうだった。

　たしかにこの分では積もることなく全部溶とけてしまうだろう。雪が、ただの冷たい雨に変わるのも時間の問題だ。僅わずかに積もっている雪も消え去り、明日には街は元通りになるのだろう。




　一いつ拍ぱく置いて「だね」と短く返事をすると、彼女がこちらを振ふり返った。寒さのせいなのか彼女のツンとした鼻先は赤らんでいる。

「私、なにか変なこと言った？」

　はなちゃんの唇くちびるから白い息が漏もれる。

「ううん全然」

　私が首を横に振っても、はなちゃんは申し訳なさそうな表情を崩くずそうとはしなかった。

「ごめんね、まだうまく喋しやべれなくって」

　最後まで言い終わらないうちに、はなちゃんはクルリと前を向く。ふわりと舞まいあがったツインテールは、彼女の歩みに合わせて小刻みに揺ゆれ続けている。




　別に謝ることなんて何もないのに。そう思ったけど口には出さずに私は後に続く。




　はなちゃんの傘はビニール傘ではなく赤い布地のものだ。

　私が彼女の為ために選んだものである。はなちゃんにビニール傘は似合わない。

　傘を渡わたした時に「なぜ私のはビニール傘じゃないの？」って、はなちゃんに尋たずねられたけど、うまく説明できなかった。

　理由を説明しろって言われると困るのだけど、とにかく私は彼女がビニール傘をさしているところをみたくなかったのである。それに赤い傘ははなちゃんにとってもよく似合っていた。




　雪と、はなちゃんと、赤い傘。

　この三つの組み合わせが予想以上に絵になっていて私はとても満足だった。ここが殺風景なビル街じゃなくて、森林とかお城の傍そばとかだったら言う事なしだったけど、文句は言っていられない。




　勝手に満ち足りた気持ちになっている私を他所よそに、彼女は歩き続ける。

　傘をくるくるとまわしながら、うっすらとアスファルトを覆おおう雪を一歩一歩踏ふみしめるように進んでいく。その動きは雪の感かん触しよくを楽しんでいるようにも、目的地に到とう着ちやくしてしまうことをためらっているようにもみえた。




　　　　☆★☆★




　はなちゃんの意識が戻り、数カ月が経たつ。

　さざなみ女子高校の教室で、田た篠しのは私にこう言ってのけた。

『黄金卵の就ジヨブ職ハンテ活イング動ゲーム』の面接を通過することができず、銃じゆうで脳のう漿しようを撃うち抜ぬかれた人々が自我を取り戻す方法はただ一つ。

　それは強い意志で「この呪縛から解き放たれたい」と心の底から望むことだと。




　なにそれって、思わずにはいられなかった。




　私がずっと探し求めてきた答えが、そんな簡単なことであるはずがない。だって、そんなことで元に戻れるんだったら、みんなとっくのとうに『腐くさった卵』なんかじゃなくなっているはずだもの。




　そんな私をあざ笑いながら田篠は言葉を続けた。

　田篠自身も銃で脳漿を撃ち抜かれたが、強い意志を持っていたから自我を取り戻すことができた。つまり『腐った卵達』が自我を取り戻さないでいるのは、元に戻ることを拒こばんでいるからである。その一言は、私を地の底に叩たたきつけた。だって彼らを救おうとしている私の行動が無意味だったと言われているようなものだもの。




　その後の、田篠の言葉をまとめるとこうだ。

　自我を持たずに誰だれかに命じられるがまま流されて生きていくことを心地ここちよく思っているか、なにか後ろめたいことがあり元に戻もどりたくないと思っているからだ。




　百歩譲ゆずって、田篠の言葉が本当ならば、はなちゃんは後者に違ちがいない。

　彼女が腐った卵になりさがっていいと思っているはずがない。彼女は兄を奪うばった高度育成プロジェクトを心から憎にくんでいた。黄金卵の就ジヨブ職ハンテ活イング動ゲームで私を裏切ったことを後こう悔かいしているから元に戻らないのだ。

　そうに決まっている。

　私は自分にそう言いきかせて、はなちゃんの元へ戻った。そして何度も彼女に話しかけた。




　銃の犠ぎ牲せいになった人々は自我を取り戻すことができるということ。

　田篠は自我を取り戻したあと、自ら望んで黄金卵の就職活動に参加していたこと。

　田篠は、はなちゃんの気持ちを利用したのだということ。

　結局、高度育成プロジェクトは廃はい止しされたこと。

　過去のことなどどうでもいいこと。

　そして、一刻も早くはなちゃんに元に戻ってほしいと思っていること。

　朝から晩まで、命令口調にならぬように細心の注意をはらいながら、淡たん々たんと事実だけを喋り続けた。




　そんな日がどれくらい続いただろう。

　私の喉のどが嗄かれて、同じことを繰くり返し続けて、頭ん中がグッチャグチャになったある朝だった。いつの間にか寝ねてしまった私の手を弱々しく摑つかみながら、はなちゃんは消え入るような声で言ったのだった。




「兄を、止めなきゃ」




　正直に白状すれば、彼女の第一声が田篠のことであったのは複雑だったし、結構凹へこんだ。

　けど、それは仕方ないことだよね。

　だって、はなちゃんと田篠は実の兄きよう妹だいだ。

　共に過ごした年月が違う。

　自我を持ったはなちゃんと私がまともに交流したのは、たった一日。しかもあの悪夢のような黄金卵の就ジヨブ職ハンテ活イング動ゲームが行われた日のことである。

　過ごした時間について考えていてもネガティブな考えしか浮うかんでこない。

　だから彼女のリハビリに専念することで、私は自分の不安な気持ちを誤ご魔ま化かすことにした。




　はなちゃんの自我は少しずつ木々が枝葉を伸のばしていくように、ゆっくりと回復していった。萎しおれていた花に水が与あたえられていくように、ボロボロに破れた衣服が繕つくろわれていくように、浮き輪が空気で満たされていくように……。




　彼女はゆっくりと、でも確実に蘇よみがえっていった。

　私の知っている凜りんとした『稲沢はな』が、ポラロイドカメラの写真みたいに浮き出てきた。頭で思いつく比ひ喩ゆ表現を何個も何個も重ねてしまいたくなるくらい、それは感動的なことだったのである。




　こうして気が遠くなるような時間をかけて、言葉のキャッチボールができるところまで、やっと彼女は復活を果たしたのだ。

　はなちゃんと言葉を交かわして微笑ほほえみあう……こんな日がまたやってくるなんて。私は世界中の神様に感謝せずにはいられなかった。




　　　　☆★☆★




　彼女がつけた足あし跡あとに、自分の靴くつ底ぞこを重ねながら、ふと考える。

　さっき「明日あしたには全部、元に戻るのね」と言われて、どうして私はあんなにビクビクして、それが雪を指していると知って、あんなに安あん堵どしたんだろうと。

　あの瞬しゆん間かん、私は間ま違ちがいなく「私達に振ふりかかった悲劇が今日で終わり。全すべてが元に戻るのね」と、勘かん違ちがいした。




　それはとてもハッピーなことのはずなのに、どうしてビクビクしてしまったんだろう。

　最後の戦いが近づいて怯おびえていたから？　元に戻った先に何が待っているか全く予想できないから？




　ううん、違う。




　私はずっと前から気付いているのだ。全ての戦いが終わっても元に戻ることなんて絶対ないってことに。

　あの戦いが始まる前、授業で田篠が言っていた故事を思いだす。




『覆ふく水すい盆ぼんに返らず』




　昔中国の偉えらい人が、若い頃ころ自分に愛あい想そをつかして出ていった妻に復ふく縁えんを迫せまられて、盆の上にあった水を床ゆかにこぼして「この水を元に戻せたら復縁に応じよう」って言ったとか言わないとか。

　もちろん妻は元に戻すことはできなくて、そんな彼女にソイツは「水が元に戻らない様に、一度起きた事は元に戻らない」って復縁を断ったんだって。




　最初聞いた時は「小さっ」って、思った。

　どれだけお偉いさんなのかは知らないけど、そんなまわりくどいことせずに「ごめん無理」って言えばいいじゃない。元妻のことを恨うらんでたのかなんだか知らないけど、ホント厭いや味みったらしい男だなって思った。




　ただそれは、私が『ただの市位ハナ』だった頃の話。




　今の私にはその意味がよく分かる。

　一度起きてしまった事は元には戻せないし、一度見てしまったものを記き憶おくから消すことはできない。

　全てが終わったとしても、私は前みたいに「まとめサイト」を何時間も読みふけって誰かを小こ馬ば鹿かにしたり、ネタツイートをしてリツイートされた数をみてほくそ笑えんだりすることはできない。

「そんなことできなくたってどうってことない」って思う人もいるかもしれない。

　でも私にはそんなくだらない毎日を「過ごさない」のと「過ごすことができない」では全然意味が違ちがうんだよ。

　はなちゃんだって、元に戻れないのは同じのはずだ。

　しかも彼女は今、私なんかとは比べものにならない、もっともっと重くて辛つらい記憶を、その小さくて細い体に背負おうとしているんだ。




　本当にこれでいいのだろうか、はなちゃんは後こう悔かいしないだろうか。頭の中で私が何度も何度も問い掛かけ続ける。




「はなちゃん」

　私が呼びかけると彼女は振り返ることなくその場に立ち止まった。返事はないが、私はそのまま口を動かす。

「本当に良いの？」

「……やっと摑つかんだのよ」

　はなちゃんは更さらに速度をあげて、赤い傘かさをくるくるとまわしている。

　傘の上に載のった水気の多い雪が周囲に飛び散っていく。ベチャッとした溶とけかけの雪は落下していき、アスファルトの汚よごれを浮き立たせて灰色に染まっていた。

「ハナが何度も摑もうとして摑めなかった敵の尻尾しつぽを」

「だけど」

「私のこと、気にしてくれてるのね」

　はなちゃんは再び路地を進みながら、言葉を続ける。

「でも大だい丈じよう夫ぶ、私は私の手でケリをつけたいの」

　先ほどまでの人気のなさが噓うそのように、周囲は車の走行音や人々の声で騒さわがしくなり始めていた。

「……ついた」

　はなちゃんの視線の先には五反田駅がある。

　駅前のバスターミナルと、私達がたつ路地は、ほんの数メートルしか離はなれていない。駅のまわりには人だかりができており、その中心には一台の選挙カーがあった。




　そこに私達の標的がいる。




　もちろんそれは選挙を控ひかえた小太りの都議会議員候補ではない。

　彼の応おう援えん演説に訪おとずれている稲沢雄三──はなちゃんの父親である。




「自分の父親だからこそ、私がケリをつけたいの」

　ここで、ようやく彼女は私のほうを振り返った。

　振り返った反動で赤い傘が白くて細い手から離れて、ぽとんと地面へと落下していく。傘から再び彼女に目線を戻もどすと、先ほどまで傘の柄えが握にぎられていたその手には、私達を散々苦しめてきた、あの銃じゆうが握られていた。

　銃を持つはなちゃんの顔に笑みはなく『腐くさった卵』の様に無表情である。ただ「生きた人形」と違うのは、はなちゃんの瞳ひとみにうっすらと涙なみだが滲にじんでいることだろう。

「もし私がいなくても、ハナも同じことをすると思うけど」

　はなちゃんは小首をかしげて「違う？」と私に尋たずねた。

「ずるいな、はなちゃんは」

　私はクスリと笑い、彼女と横並びになる。

「私が稲沢雄三を狙ねらうのと、はなちゃんが稲沢雄三を狙うのが同じじゃないって分かっているくせに。そういう質問をするんだね」

　はなちゃんは黙だまっている。

「さっきの質問だけど、もちろん答えはＹＥＳだよ」

　そう言って、私は拳けん銃じゆうを摑む彼女の手に触ふれた。冬の大気に触れてひんやりと冷え切っている。

「だって、私達は一いち蓮れん托たく生しようだもの」

　手と手を重ねた部分が、じんわりと温かくなる。

　はなちゃんは微かすかに唇くちびるを緩ゆるませてから「さぁ、はじめましょう」と、小さく呟つぶやいた。

　そして、私はすぅと空気を吸い込み、そのまま息を止める。

　絶対に狙いは外さないように、私達は全神経を稲沢雄三に集中させた。そして銃口を彼の脳のう漿しように向け、ゆっくりと引き金に指を伸のばし──。






















　いつの間に気を失っていたんだろう。

　目を覚ました私は、自分が床ゆかに寝ね転ころんでいることに驚おどろいていた。天てん井じようがグニャグニャと歪ゆがみ、焦しよう点てんがまったく定まらない。それに拷ごう問もんにでもあっているかのように頭が激しく痛む。

　それは倒たおれた時に激しく頭を打ち付けたせいだろうか。それとも、いっぺんに記き憶おくが蘇って脳みそが悲鳴をあげているせいだろうか。

　原因はどうでもいいから、一秒でも早く、何百本ものクギを頭に打ちつけられているみたいな痛みから解放されたかった。

　記憶が戻ってもどうして私がこんな目にあっているのかは、さっぱり分からない。

　そもそもどうして私は記憶を失っていたのだろうか。激痛と疑問がミルフィーユみたいに重なっていき、気が変になりそうだった。自分をコントロールできずに、声にならない悲鳴をあげながら、頭を抱かかえて床をのたうちまわる。この苦しみが永遠に続くのか、そんな事を考えていた時だった。




「ハナ、しっかりして！」




　痛みをこらえながら名前を呼ばれたほうを見やる。

　ぼやけていた世界が徐じよ々じよにクリアになっていき、私を覗のぞきこんでいる少女の姿を映し出す。そこにいたのは天使こと、私のかけがえのない友人・稲沢はなだった。




　はなちゃんって凄すごいや。

　だって彼女の顔をみた途と端たん、ちょっとだけ頭の痛みが和やわらいだもの。バファリンを超こえる即そつ効こう性だね。パーキングエリアで見かけた時と同様、はなちゃんのツインテールは乱れたままだ。乱れていてもキューティクル全開なところが彼女らしい。さっきより体の傷が増えたようである。




「……怪け我がだいじょうぶ？　はな、ちゃん」

　私に名前を呼ばれて、はなちゃんは微かに眉まゆを動かした。安あん堵どと悲しみが混じったような複雑な表情を浮うかべている。

「やっぱり、思いだしてしまったのね」

「へ？」

　はなちゃんの反応に、私はタイミングをすっかり失ってしまった。




　なんのタイミングかって？

　それはもちろん彼女に謝ることに決まっている。

　本当は「一番大切なあなたのことを今まで忘れていてごめんなさい」「ひとりぼっちにして寂さびしい思いをさせちゃって、ごめんなさい」って言いたかったのに。はなちゃんは私の記憶が戻もどったことを喜んではくれていないようだ。

　彼女は私の体を上から下まで見まわし、大きな怪我がないことを確かく認にんしてから、こちらに手を差し出した。動くと頭が激しく痛んだが、ぐっとこらえて、はなちゃんの手を摑つかんだ。




「さ、早く逃にげましょう」




　はなちゃんに支えられて体を起こすと、そこに広がっていたのは床一面に横たわる人々の姿だった。

　私の元同級生達と男達が折り重なり倒れているのである。

　よくみると粉々になったシャンデリアが男達の衣服にまとわりついている。

　男達に襲おそいかかっていった同級生達の姿が蘇った。

　きっと私が気絶したあとも、彼女達は乱らん闘とうを続けていたに違ちがいない。

　これも彼女達の仕し業わざだろう、彼らの手足はきつく縛しばられている。

　怪我をまぬがれた同級生達は何をするわけでもなく、ショッピングモールに並ぶマネキン達みたいにピクリともせず、その場に立ち尽つくして、ただ、ぼんやりと空を見つめていた。




「どうなってるの、これ？」

　もちろん同級生達は何も答えない。

　みな表情を失なくして『腐くさった卵』の目をしている。

「大だい丈じよう夫ぶ、幸運なことに頭を撃うたれたものは誰だれもいない」

　はなちゃんは私の耳元でそっと囁ささやく。




　そうか。あのレーザーを頭に受けた子は誰もいないんだ。

　記憶が戻った私には、ちゃんとその意味を理解することができる。

　男達が持っていた銃じゆうは黄金卵の就ジヨブ職ハンテ活イング動ゲームで使われたものと同じだった。あのレーザー銃に殺傷能力はない。撃たれれば激しい痛みを伴ともなうが、それだけである。

　ただ照準が頭に向いていたならば、話は別だ。レーザー銃は前頭葉を麻ま痺ひさせて、その人物の自我を奪うばう。撃たれた人間は、命令なしでは動けない「生きた人形」と化してしまうのである。




　彼女の言葉のおかげで一いつ瞬しゆんほっとしかけたけれど、すぐにその安あん堵ど感かんはどこかに消え去っていった。

　だってみんな、私を守ろうとして、あいつらに撃たれたんだよ？

　私のせいでこんな目にあっているのに「あぁ良かった良かった」なんて思えるはずないよ。




「ねぇ、はなちゃん」




　すがりつくように、私は彼女の手を摑む。

　あの雪の日のように、はなちゃんの手はひんやりと冷たい。少し瘦やせたのか、私の記憶に残る彼女の手より骨ばっている。

「私達……五反田駅で、はなちゃんのお父さんを襲おうとしてたんだよね」

「え」

　短く呟つぶやいてから、はなちゃんは私の顔を覗きこむ。

「……あの日のこと、覚えてないの？」

　しゃなりと長いツインテールが揺ゆれる。

　彼女からは相変わらず白しら百合ゆりみたいな甘い良い匂においがした。

　戸と惑まどったはなちゃんの大きな瞳ひとみに映る私は、彼女以上に戸惑って完全に落ち着きを失い、いつ破は裂れつしてもおかしくないパニックが詰つまった風船みたいだった。




「ごめん、まだ記き憶おくがあやふやで……ねぇ、つまり私は五反田駅での事件から、まるまる一年記憶を失っていたの？　その間、はなちゃんはずっと一人だったの？」

　自分が今どういう状じよう況きようにあるのか、一刻も早く私は理解したかった。だけれども、はなちゃんは黙だまったまま、私の顔を見つめるだけだ。

「ねぇ、はなちゃん！」

「無理に思いだす必要はないわ」

　彼女の声は、とても静かだ。

「でも」

「いいの」と言って、はなちゃんは私の頭を撫なでた。




　彼女の手からはマイナスイオンか何かが発せられているんだろうか。

　癒いやし効果は絶大で、触さわられる度たびにパニック入りの風船がみるみる萎しぼんでいく。

　透すき通るように白く、きめ細かい彼女の肌はだに見み惚とれるくらいの余よ裕ゆうが私の中で生まれ始めた頃ころ、はなちゃんは再び口を開いた。




「とにかくここにいては駄だ目め……やつらの狙ねらいはあなたよ」

「なんで……今いま更さら私を？」

　今の今まで私を放ほうっておいたんでしょ？

　それに私は記憶を失って何もおぼえちゃいなかったのに、彼らは私を捕とらえて何をしようとしていたのか。

　私を腐った卵にしようとしているのか、それとも……。冷静になればなるほど、恐きよう怖ふがわきあがっていく。




「これを食べて」




　震ふるえる私の前に差し出されたのは、マカロンだった。

　パーキングエリアで渡わたされた小箱に入っていたコレが、私の失っていた記憶を呼び覚ます鍵かぎとなったのだ。

「大丈夫、床ゆかに落ちたものではないから」

　彼女は指でつまんだマカロンを、そっと私の唇くちびるへと運ぶ。

　私は促うながされるままに口を開き、マカロンに歯を立てる。久々に味わうねっとりと濃のう厚こうな甘みに、自然と頰ほおが緩ゆるんだ。




「……あの時と一いつ緒しよだ」




「あの時？」と、はなちゃんが言葉を繰くり返す。

「私がお弁当をひっくりかえしちゃった時、はなちゃんがくれたマカロンと同じ味」

　過去の記憶をたどり、暫しばし口を噤つぐんでいたはなちゃんが「あぁ」と声をあげる。

「随ずい分ぶん前のことなのに、よく覚えてるわね」




「そりゃ覚えてるよ！」

　思ったより大きな声がでてしまって、ちょっと恥はずかしい。

　けれど構わず私は喋しやべり続けた。
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「はなちゃんと初めて絡からんだ記念すべき日のことだもん。はなちゃんから言われた事とか、持っていたお弁当箱やサンドウィッチの具とか、教室の匂いとか細かい事まで何もかも全部」

　と、ここまで言って、私は自身の発言に苦く笑しようした。

「って、今まで全部忘れてたのに何言ってんのって感じだね」

　はなちゃんは微笑ほほえみ「ううん、嬉うれしい」と、首を横に振ふる。

　こうして彼女と微笑み合っていると、どんな最悪で絶望的な状況でも、ちょっとだけ気持ちが軽くなるのが不思議だ。気がつくと頭痛も治まりつつある。はなちゃんって本当に凄すごい。




「……美味おいしいものを食べれば、傷ついた心が少しだけ元気になるから」

　笑えみを絶やさぬまま、彼女はマカロンの箱をポケットにしまう。




　そっか、パーキングエリアでマカロンをくれたのは、少しでも私を慰なぐさめようとしてくれたからなんだね。




　記憶をなくして、私は彼女を気味悪がって酷ひどい扱あつかいをしたっていうのに、はなちゃんはずっと私の事を思っていてくれたんだね。彼女の優やさしさに鼻の奥がツンと痛む。




「話の続きは、ここを出てからね」




　はなちゃんが扉とびらを開けると、すぐ目の前にエレベーターが並んでいた。

　すぐに彼女はボタンを押したが、うんともすんとも反応しない。エレベーターの扉はガラス張りで、覗のぞきこむと中を全すべて見み渡わたすことができた。エレベーターの電源が切られているのか、動いていないようである。




　そんなことよりも驚おどろいたのは、そこから見える景色だ。




　気絶しているうちに随分高いところに連れてこられたらしい。周囲にはホテルらしき建物が立ち並んでいるが、その中でもずば抜ぬけてこの建物が高い。地上を走る車が豆まめ粒つぶの様で、軽くめまいがした。




「階段を使うしかなさそうね」

「え、一階まで？」

「ここに留とどまっていても仕方ないわ、アイツらの仲間がいつ押し寄せてくるか分からないし」

　はなちゃんの言葉に、私はスピーカーから響ひびいていた電子音声を思いだした。

「……ここを監かん視ししていた奴やつが、もう手下を向かわせているかも」

「そういうこと」と、はなちゃんは頷うなずく。

「さぁ一刻も早くこの場から抜け出さないと」

　彼女は足早に階段へと向かいだしたが、私の頭には別の不安がよぎり始めていた。

「あ、ちょっと待って」

　はなちゃんを引きとめ、今出てきた広間のほうを見やった。

　そこには、かつて聖アルテミス女学院で共に学んだ同級生がいる。そしてレイちゃんがいる。

「彼女達は、どうなるの？」

「大勢で動くのは危険よ」

「でも」

「彼らの狙いはあなたなのよ？」

　はなちゃん相手だと、うまく反論できない。

　けれど自分だけ逃にげるのは、なんか違ちがうってことは分かる。

　だって、あいつらに見つかったら、彼女達がどんな目にあうか分からないじゃない？

　それに彼女達は……途と中ちゆうでいがみ合ったりはしたけれど、黄金卵の就ジヨブ職ハンテ活イング動ゲームを一緒に戦った大切なクラスメイトだ。




「やっぱり……こんな所に置いていけない」




　やっとの思いで言葉を絞しぼり出すと、はなちゃんはしばらく私をじっと見つめていたが、やがて観念したように小さく溜ため息いきをついた。

「あなたは変わらないわね、ハナ」




　　　　☆★☆★




　いっちに、いっちに……。




　足並み揃そろえて行進するように彼女達は階段を下っていく。

　彼女達の足あし踏ぶみが階段を通じて、足裏にビリビリと響く。

　リズムを乱すことなく歩き続けるので、先頭を歩く私とはなちゃんは休むことなく前に進まなくてはいけなかった。

　足がパンパンになって息も苦しかったけど、自分から「彼女達を連れていく」と言ってしまった手前、休みたいとは口が裂さけても言えなかった。




　下る度たびに現れる案内板によると、ここはホテルで間ま違ちがいないようである。

　建物内はどの階もシンと静まり返っていた。人の気配はない。

　さっきのふざけた実験とやらをする為ためにホテルを丸ごと貸し切ったのだろうか。やつらの狙ねらいがますます分からなくなっていく。




「今どのくらいまできたかな」

「多分、もう少しで半分くらいじゃないかしら」

　隣となりを歩くはなちゃんの言葉に更さらにドッと疲つかれが押し寄せる。




　もう半分も進んだんだって喜べるほど、私はポジティブではない。




　今まで下ってきた数の階段を、この疲れ切ったボロボロの体で下らなきゃいけないなんて。記き憶おくを失っていた間、ほとんど運動らしき運動をしてこなかった私の体力バロメーターはゼロになりかけてきた。

　田篠達との戦いを通じて鍛きたえられた体は、すっかり昔のふにゃふにゃボディに戻もどってしまったようである。




「エレベーターとエスカレーターって偉い大だいな発明だよね」

　典型的デブ発言をして額の汗あせを拭ぬぐいながら、私は背後を見やった。

　そこにはレイちゃん──ことパッチや、ビッチ、リッチの姿がある。




　当たり前っちゃ当たり前の事なんだけど、記憶が戻った瞬しゆん間かん、『赤の他人』って一ひと括くくりにして認にん識しきしていた彼女達が、一人一人きちんと認識できるようになった。




「やっぱり皆みな、自我を失ったままなんだね」

「ええ」と、はなちゃんは短く返事をするだけで口を噤つぐんでいる。

　この話はあまりしたくないようだ。

　もちろん私だって好きでこの話題をしている訳じゃない。でも、レイちゃん達に『お願い』をした時には、どうしても考えずにはいられなかった。




　彼女達が私を助ける為に敵に向かっていったのだって、列を乱すことなく行進を続けているのだって、こちらから『お願い』をしたからだ。




　田篠のように『命令』という言葉は使いたくなくて、そういう風に私は表現している。自我のない相手を動かすという行こう為い自体に変わりはないが、『命令』ってなんか偉えらそうだし嫌いやな感じがする。




　つまり、こちら側の気持ちの問題だ。

　さきほど、数年ぶりに『お願い』をしたが、彼女達はスンナリ私の声を聞き入れて、行動に移した。不幸中の幸いは、私が『お願い』をしたら、床ゆかに倒たおれていた女の子達も全員ムクリと起きあがってくれたこと。

　私は男達に拉ら致ちされてきた元同級生達を連れて、この場所から逃げ出すことを選んだのだ。




　実は、さっき彼女達になんて『お願い』をしようか、ちょっと悩なやんだ。

　黄金卵の就ジヨブ職ハンテ活イング動ゲームに巻き込まれた後のように「脳のう漿しようを撃ち抜ぬかれる前の自分がするであろう行いを続けなさい」と言えば、彼女達は自我を取り戻したかのように振ふる舞まいだすだろう。




　でも私はそれをしなかった。

　効率よく一階まで降りる為だ。

「以前の自分のように振る舞え」といえば、彼女達は置かれている状じよう況きようを不気味がり、泣きじゃくるだろう。散り散りに逃げだして、みんな離はなれ離れになってしまうかもしれない。

　こういう考えをしている時、自分が田篠と同じような人間のように思える。自分も彼女達のことを物の様に扱あつかっているんじゃないかって怖こわくなるのだ。




　たとえ自我がなくても、前のような生活を送ってほしい。

　それが彼女達にとって一番の幸せだと思うから。

　その考えに変わりはないし、ここから抜け出したら再び彼女達にそう『お願い』するつもりだ。




　でも、それは全すべて見せかけだけのこと。

　私のお願いに従っているだけで自我を取り戻したわけではないのだ。




　はなちゃんのように、ひとりひとり根気よく語り続ければ、彼女達も元に戻るのかもしれない。田篠の話が正しければ、戻りたい強い意志さえあれば、徐じよ々じよに自我が回復するはずなのである。後ろめたいことがないのだから、はなちゃんよりも簡単に、誰だれの力も借りずに元に戻るはずなのだ。

　それなのに彼女達は一向に『腐くさった卵』のままである。

　この状況が、私を不安にさせるのだ。

　もしかして彼女達は田篠が言うように「今のままがいい」って思っているんじゃないだろうかって。




　階段を下り続けるっていう単純な動作をしているだけなのに、頭の中はどんどんこんがらがっていく。今にも頭痛が復活しそうになったその時だった。








　　　　　♪






　ポケットが振しん動どうし、短い音楽を奏かなでた。

　慌あわてて手をつっこみスマホを取り出す。今の音楽はＬＩＮＥを通知する時に鳴るものだ。

　でもおかしい。

　外に出ている時は、大たい抵ていマナーモードにしてあるはずなのに……。不思議に思いながら画面を見やる。







　二人の騎士ナイトがあなたを『無理ゲーはパス』に招待しました。







　あからさまに胡う散さん臭くさくてダサいＬＩＮＥ名に、即そく座ざにユーザーをブロックしようとしていると、

「騎士ナイトからの招待を受けて」

　はなちゃんは自身のスマホ画面を向けた。

「私達の協力者よ」

　すでに彼女は『無理ゲーはパス』のグループに参加していた。

　今は関係ないことだけど、彼女がスマホやＬＩＮＥを使う姿はどうも見慣れない。

　戸と惑まどいつつ、私は招待を受けてグループトークに参加することにした。するとすぐに二人の騎士を名乗る人物からメッセージが届いた。





二人の騎士：おかえり、市位ハナ。






「……この人、私の知っている人？」

　はなちゃんの返事より先に通知音が鳴った。





二人の騎士：正解。






「こっちの会話は聞こえているの」

　平然と言う彼女に、思わず「早く言ってよ！」とツッコむ。

「え、知ってる人って誰？」

　私が尋たずねると、はなちゃんはもったいつける様に「すぐに直接会えるわ」とうっすらと微笑ほほえんだ。

　私の知っている人って一体誰なんだろう。

　じらされた分、期待値ばかりがあがっていってしまう。その間も忙せわしなく通知音が鳴り響ひびき続ける。








二人の騎士：さっそく本題に入ろう。




二人の騎士：一階に敵が集結。




二人の騎士：百人近い男達が階段を上じよう昇しよう中。




二人の騎士：このままじゃ鉢はち合あわせになる。









　え、じゃあこのまま下に降りても敵に捕つかまっちゃうってこと？







「……彼女達にとまるように言って」

　はなちゃんに促うながされるまま、私は背後を歩く子達に「とまって！」と、お願いをする。

　いち、に、のリズムで彼女達はその場に立ち止まった。

「まずいことになったわ」

　はなちゃんが眉み間けんにしわを寄せ、スマホ画面を眺ながめている傍そばから、次々とメッセージが画面に表示されていく。








二人の騎士：立ち往生している暇ひまはない。




二人の騎士：数か所の警察に通報した。




二人の騎士：十五分で警察が到とう着ちやくする。それまでに逃にげろ。






　なにこいつ……超無責任なんだけど。

「逃げろって、この状じよう況きようで、どうやって逃げろっていう訳!?」

　二人の騎士からの返事はない。

「もしも～し、聞いてます？」

　やはり返事はない。

「なんなの、こいつ！」

　苛いら立だつ私の背中を、はなちゃんはそっと優やさしく触ふれて、ゆっくりと撫なでた。

　落ちついて、ハナ。

　そう言われている気がして、慌てて何度か深呼吸をする。

　いけないいけない、感情的になっても良い事なんて何もないもんね。ここで無む駄だな時間を使っている暇はないのだ。そんな私の横で、彼女は画面に向かい、問い掛かけた。

「他ほかに出口はないの？」

　二人の騎士からの返事はすぐに届いた。

　私の事は無視していたくせに……なんだか失礼な奴やつである。不満をぐっとおさえながら、はなちゃんと共に画面を覗のぞきこむ。

「は？」

　私は、思わず声をあげてしまった。











二人の騎士：虎とらと子と雲。




二人の騎士：頭でもなく足でもなく腹に注目せよ。









　こんな意味不明な言葉が送られてきたら、誰だれだって「は？」って言いたくなるよね？

「今はふざけている場合じゃないでしょ!?」

　さすがのはなちゃんもこれには声を荒あららげた。けど、それっきり何を話しかけても画面上に新たな言葉は表示されなかった。

「……ここから答えを導くしかなさそうね」

　覚かく悟ごを決めた様に、はなちゃんはスマホ画面とにらめっこを始める。

「こいつのこと、本当に信用して平気なの？」

「今は、信じるしかないでしょ」

　不信感でお腹なかがはちきれそうだったけれど、はなちゃんの言う通り、頼たのみの綱つなはこのヒントだけ。耳を澄すますと、微かすかにだけど下から徐じよ々じよに足音が近づいてきているのが分かった。




　二人で力を合わせて答えを導き出すしか、道はないのだ。




「それにしても虎と子と雲って、謎なぞすぎだよ」

　考える取っ掛かかりすら見つけられないと、どう頭を使っていいかも分からない。




　それは、はなちゃんも同じのようだ。

「虎や雲のモニュメントが室内にあるのかしら」「もしかしてアナグラム？」などと、ブツブツと独り言ごちてばかりである。




「頭でも足でもなく腹って……雲にお腹なんてないでしょ？」

　ためしにスマホに愚ぐ痴ちってみるが、やはり反応はない。

「なんで私のことばっか、シカトするのよ！」

　もちろん返事はなく、私は小さく舌打ちをして、はなちゃんに話しかけた。

「虎と子と雲って、そんな童話とかあったっけ？」

「いいえ、私が知る限りではそのような話は」

「動物園じゃないんだから虎なんているわけないし」

　ついつい推理ではなく文句ばかりが口から飛び出してしまう。自分の振ふる舞まいを反省したその時、はなちゃんの目が煌きらめいた。




「……そう、ここは動物園じゃない」




　どうやら彼女になにかひらめきが降ってきたようである。はなちゃんは結ばれた髪かみの束に指を通しながら思案し続ける。

「届いたヒントは、必ずこのホテルに存在するものだということ」

　彼女は壁かべに貼はられた案内図を指さす。

「プール、披ひ露ろう宴えん会場、客室、レストラン、バー、ロビー、ラウンジ、スパ施し設せつ……このどこかを答えは指し示しているはず」

　私は隅すみから隅まで案内図を見まわした。

「虎と子と雲に関係する場所は……なさそうだね」

　がっかりしつつも、私達は手ごたえを感じていた。

　一歩一歩少しずつだが、答えに近づいている気がする。私は再び画面に視線を戻もどして、答えを探さぐり始めた。




　虎と子と雲。頭でもなく足でもなく腹に注目せよ。




　頭の中で何度も画面にある文言を繰くり返した。

　私は言葉通り、自分のお腹に目をやる。阿あ呆ほらしいと思いつつも、ヒントになりそうなことは全部試ためすべき。

　これは私が黄金卵の就ジヨブ職ハンテ活イング動ゲームから学んだことである。

　当たり前のことを頭の中で確かく認にんすることで、答えに近づくことができるのだ。

　お腹の上には頭があり、下には足がある。お腹は体の中心にある。




「……上でもなく下でもなく、真ん中に注目しろってこと？」




　虎と子と雲。真ん中にある文字は、子だ。

　でもそれ以上の答えを導き出すことはできない。もしかして『子供』にまつわる場所ということだろうか。

　それならばレストランやお土産みやげ屋さん、プールにスポーツ施設……ホテルには数か所、存在している。

　いや違ちがう。

　めっちゃくちゃ怪あやしいけれど、二人の騎士ナイトは、はなちゃんが頼たよりにする協力者だ。彼女が信しん頼らいしている相手が、そんなふわっとした答えを、わざわざこんなまわりくどい言い方で伝えてくるはずがない。




　虎とらと子と雲の真ん中に注目しろ。虎と子と雲の真ん中。

　虎の真ん中、子の真ん中、雲の真ん中……。何度も何度も繰り返しているうちに私はハッとした。




「このヒント……言葉通りに理解すればいいのかも」




「答えが分かったの？」

　はなちゃんの問いに「あくまでも、この問題の答えが分かったってだけだけど……多分！」と、注ちゆう釈しやくを入れつつ私は頷うなずく。

「虎と子と雲。頭でもなく足でもなく腹に注目せよっていうのは、三つの漢字自体の真ん中の部位に注目しろってことなのかもしれない」

　私の話を聞き、はなちゃんもピンと来たようである。唇くちびるの片側を緩ゆるめて、静かに笑えみを浮うかべた。







「漢字を分解するということね」




　説明下手な私の話をすぐ理解してくれるなんて……さすが、はなちゃんである。

　私は少しでも彼女の役にたてたことが、とてつもなく嬉うれしくて何度も大きく頷いた。

　もしかすると、絶望的な状じよう況きようでも、昔の私みたいに彼女におんぶにだっこにならないってことを、身を以もつて証明したかったのかもしれない。随ずい分ぶん子供っぽい考えだなぁと、思わず私は自じ虐ぎやく的に笑った。





　虎という漢字の真ん中には、七。

　子という漢字の真ん中には、一。

　雲という漢字の真ん中には、二。






　つまり二つの騎士が出してきたヒントの答えは、七、一、二ということだ。




「ここまで解読できたんだけど。これのどこが、もうひとつの出口なんだか」

　肝かん心じんの答えはすぐそこなのに。

　正解をつかむことができず頭を抱かかえる私に、はなちゃんは小さく「……客室？」と呟つぶやいた。

「きっとそれは部屋番号……出口は７１２号室にあるってことよ」

　彼女が答えると同時に、通知音が鳴り響ひびく。画面に表示されていたのは、『正解』の二文字だった。




　　　　☆★☆★




　７１２号室は、私達がいる場所から二階分おりた場所にあった。

　四人が泊とまれる家族向けの広々とした部屋だったが、私が引き連れてきた三十八人の仲間達のせいで、室内はギューギューで空気が薄うすく感じられる。

　彼女達は同じ間かん隔かくを開けて規則正しく並んでいる。

　きっと一人の背中を押せば、ドミノ倒たおしのように全員バタンバタンと床ゆかに倒れてしまうだろう。




「そっち持ってくれる？」

　はなちゃんに言われるがまま、私はソファを持ち上げた。彼女はドアの前にソファや机を移動させてバリケードを作っているのだ。

「……ここに、出口があるんだよね？」




　正解を導きだしたテンションのまま、７１２号室にきてしまったが、よくよく考えればここは七階。普ふ通つうに考えれば出口があるとは考えにくい。




「二人の騎士が間ま違ちがってるってことはないの？」

　黙だまったままのはなちゃんは立ちつくしている仲間達をかき分けて、カーテンの閉められた窓へと向かっていく。

「え、飛び降りるにしては、ちょっと高くない？」

　思わずツッコミをいれると、窓の傍そばに立つ彼女が振ふり返った。はなちゃんは天使の笑みを浮かべている。

「いいえ、飛び降りるの」

　勢いよくカーテンが開け放たれる。




　そこから見えたのは、隣となりのホテルにあるプールだった。




　階数はここより二、三階は下だろうか。屋上に大きなプールが設置されていた。季節はずれということもあり、人の姿はない。

　はなちゃんは鍵かぎを開け、窓を開け放った。風に煽あおられてツインテールとスカートがふわふわとひらめいた。




「あそこに飛び込めば、ここから脱だつ出しゆつできる」




「飛び込めばって簡単に言うけど……」

　私は彼女の背後からプールを見下ろした。

　結構な高さがあるし、勢いをつけてジャンプしないとプールのところまで届かないかもしれない。

「なに弱気になってるの？」

　何がおかしいのか、はなちゃんはクスクスと笑いながら喋しやべり続ける。

「私が『腐くさった卵』だった時、命をかけて守ってくれてたんでしょ？」

　私を煽りながら、はなちゃんは挑ちよう発はつ的な視線をこちらに向ける。

「田篠達と互ご角かくに戦っていた市位ハナはどこにいったの？」

　攻こう撃げき的な口調に苛いら立だちつつも、はなちゃんにここまで思って貰もらえていることがちょっと、いや超ちよう嬉うれしかった。




　私にとっては、はなちゃんはいつまでも『聖アルテミス女学院の鑑かがみ』『高たか嶺ねの花』。

　そんな彼女に同等に扱あつかってもらえる事が、私はとってもとっても誇ほこらしいのだ。




「……そこまで言われたら、覚かく悟ごを決めるしかないね」

　意を決して私はベランダへと歩みを進める。私が隣に立つと、はなちゃんは室内に佇たたずむ仲間達を見やりながら尋たずねた。

「……彼女達をどうする？」




　今回は私の意見を尊重してくれるようだ。

　私はドミノのように並ぶ彼女達の顔をゆっくりと見まわした。




　この人数がプールに飛び込むのは、さすがに無理がある。集団女子飛び込み事件みたいに騒さわぎになってしまうかもしれない。




「……彼女達はここに置いていく。もうすぐ警察の人達もくるから、きっと見つけてもらえると思うし」

　はなちゃんは「そう」と言っただけで否定も肯こう定ていもしなかった。

　彼女はさきにベランダへ出ると、彼女達に背を向ける。

　私が今からすることを悟さとって、そっと距きよ離りをとってくれたんだろう。彼女の優やさしさを嚙かみしめながら、私はベッドの上に立ち、パンパンと手を叩たたいた。

「聞いてください！」

　声に反応して、三十八人の目線が一いつ斉せいにこちらに集中する。

「み、みんなに『お願い』があります」

　私はゴクリと唾つばを飲み込み、すぅっと息を吸い込んだ。

「男達があなた達を探しています。みんなは彼らに見つからない様に、この部屋に残って隠かくれていてください。もし男達がやってきても絶対ドアを開けちゃいけません」





「はい、分かりました」






　三十八人の声が重なる。

　合図を送ったわけじゃないのに、彼女達の声はピッタリ揃そろっていて、いつ聞いても不気味だ。私は気を取り直して、言葉を続ける。

「あと数分すると警察が助けに来ると思います。警察が助けに来たら、彼らの指示に従い避ひ難なんしてください」





「はい、分かりました」






「警察に保護されたら、このホテルで起きたことは全部忘れてください。そして『腐った卵』になる前の自分がするであろう行動を取って、通常の生活に戻もどってください」





「はい、分かりました」






　やっぱり、何度やっても虚むなしい気持ちになる。

　湧わいてくるのは高度育成プロジェクトを考えた大人達への怒いかりだけだ。私はスカートの裾すそをぎゅっと握にぎりしめながら、彼女達に訴うつたえる。




「……みんなが強く願えば、元に戻れるんだよ。もう『腐った卵』でいる必要なんてないんだよ？」




　彼女達からの返事はなかった。




　想定していた反応とはいえ、やっぱり少し悲しい。何の言葉も発する事なく、私の『お願い』を実行する為ために、彼女達はぞろぞろと動き始める。彼女達はベッドの隅すみやクローゼットの中に隠れだす。




「ハナ」




　ベランダに立つはなちゃんが、私の名を呼ぶ。

「さぁ行きましょう、一いつ緒しよに」

　私は三十八人の仲間達に別れを告げ、ベランダに出る。

　吹ふきつける風は冷たく、秋から冬へと季節が移りかわっていくのを私は肌はだで感じていた。風にさらされて、生足部分からみるみる体温が奪うばわれていく。

　はなちゃんは軽々とベランダの柵さくを乗り越こえる。足を踏ふみ外せば地面に真っ逆さまだというのに、彼女は柵につかまる事なく、ベランダの縁ふちギリギリに立ってプールを見下ろしていた。風になびくツインテールが陽ひの光を反射して、きらきらと輝かがやいている。

「ほら、ハナも早く」

「う、うん」

　私はゆっくりと柵を乗り越える。

　はなちゃんのように足が長くないので、彼女のようにスンナリと乗り越えることはできないのだ。

　悲しい現実である。

　やっとベランダの縁に立つと、はなちゃんは私の右手をそっと摑つかんだ。




「３、２、１、０で勢いよくジャンプするわよ」

「うん」

　私は彼女の手をぎゅっと思いきり握りかえす。

　覚悟を決めたとはいえ、私の手は震ふるえてしまっていた。いや手だけではない。両りよう膝ひざや肩かた、足元。唇くちびる。全すべてが恐きよう怖ふに負けてガクガクと震え続けている。

「……はなちゃんは、怖こわくないの？」

　思わず私は尋ねた。

「もちろん怖いわ……でも」

　はなちゃんは、私の手を握りなおした。

　そして、しっかりと指を絡からませると彼女はとびきりの笑え顔がおを作った。はなちゃんが笑うと、彼女の綺き麗れいな顔が更さらに綺麗に輝いてみえる。




「ハナと一緒にいると、ちょっとだけ強くなれる気がするの」




　はなちゃんはずるいなぁ。




　私が喜んだり勇気が湧いたりするツボをちゃんと分かっているんだもん。もし無意識なら、相当の女たらしならぬ、市位ハナたらしだよ。

　そんなことを考えながらニヤニヤする私は、自分ができる最大限の笑顔を、はなちゃんに返した。

「私も同じ！」

　私達は微笑ほほえみあいながら、繫つないだ手を振ふって勢いをつける。




「……３、２、１」




「０！」と同時に私達は勢いよく飛び出した。

　ふわりと内臓が浮うきあがるような感覚のあと、私達の体はプールめがけて落下していく。どんどんスピードがついていく中、私の頭は「恐怖」ではなく「一いち蓮れん托たく生しよう」という言葉で埋うめ尽つくされていた。
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　キーンというハウリング音が五反田駅に響ひびき渡わたった。




「失礼しました」

　男の声がマイクを通じて発せられる。男はマイクの位置を調整しながら、仕切り直すように咳せき払ばらいをした。

　すぐ雨に変わるかと思われた雪は、しぶとく形を保ったまま降り続けていた。お世辞にも演説日和びよりとは言えない天気である。




「ではもう一度、皆みなさまにお尋たずねいたします。我々人類が他ほかの生物と違ちがい、最も優すぐれている点はどこでしょうか？」




　男は選挙カーの上からワザとらしく周囲を見まわして、たっぷりと間を取ってから言った。




「……それは過去を振りかえり、歴史から学ぶという点でしょう」




　はなちゃんのお父さん──稲沢雄三の声は低く穏おだやかで、思わず聞き惚ほれてしまうほど、耳心地ごこちがよかった。




　彼の喋しやべり方はどこか田篠に似ている。




　いや、田篠が稲沢雄三に似ているというべきなのか。そりゃ親子なんだから似て当然だよね。




　そんな風に脳内で独り言ごちていると、隣となりにいるはなちゃんの手が肩に伸のびてきた。

　彼女は、肩に積もった雪をそっと払はらいのける。さっきまで差していた傘かさはとっくのとうに地面に転がり、残念な姿になっていた。




　私達は稲沢雄三に照準を合わせたまま引き金を引けずにいた。




　それは彼を撃うつ事を躊ちゆう躇ちよしているからではない。

　彼が突とつ然ぜん、自身の教育論について語りだしたからである。黄金卵の就ジヨブ職ハンテ活イング動ゲームを実じつ施しした彼がどのような事を語るのか、私達は興味があったのだ。

　もしかすると、そこにずっとずっと知りたかった答えがあるのではないだろうか……そう考えたのである。




「私達の先祖は沢たく山さんの過あやまちを犯おかし、沢山の人々を傷つけ、多くの血を流してきました」




　稲沢雄三は幼い子供や年老いた人々にも分かるような言葉を選び、決して偉えらぶる事なく話を続けていく。




「だが先祖達は、過ちを犯す度たびに『行い』を反省し、間ま違ちがいを正してきました。つまり私達の進化は『先人達の数え切れぬ失敗』によって形成されたものなのです」
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　彼から発せられる熱気が湯気となり、周りに漂ただよっている。

　有名政治家の姿を撮とろうとする若者や野や次じ馬うま、彼の支持者が次々と駅前に集結していた。




「私も長年、多くの教育問題を目まの当たりにしてきました。教育水準の低下、学力の低下、ゆとり教育、脱だつゆとり教育、教育格差……あげていけばキリがありません」




　稲沢雄三の言葉に合わせて人々はうんうんと相あい槌づちをうつ。

　本来の主役であるはずの候補者は、すっかり存在感を失い、野次馬と同化するように演説に聞き入っている。

　ＳＰがさす傘に入っていた稲沢雄三は、そこから大きく身を乗り出して人々に自らの思いをぶつけていった。




「ひとつの問題をクリアすれば新たな問題が生じていきます。それの繰くり返しです。ですが問題への対策を練る度に、私は失敗し、反省し、そこで得た経験が蓄ちく積せきされていきました」




　はなちゃんがフンと鼻で笑う。

「噓うそつき」

　はなちゃんの銃じゆうを持つ手に力がこもっていく。雪風にさらされて冷たくなった彼女の体に再び闘とう志しの炎ほのおが灯ともったのだ。




「彼は自分の行いを反省したりはしない。目を逸そらし、全すべてを抹まつ消しようして、なかったことにするだけよ」




　これ以上聞いていても損するだけ。

　そう判断したのか、はなちゃんは再び彼に照準を合わせた。




　変に間をあけてしまったことを私は後こう悔かいしていた。

　今まで大勢の大人達をこの銃で撃ってきたけれど、いつものように勢いに任せて引き金をひくのとは違う。




　じっくり狙ねらいを定めて人を撃つ。




　はなちゃんはどう思っているか分からないけど、私には結構覚かく悟ごのいる行こう為いだった。




　そんな私の気持ちなど知らず、稲沢雄三は演説を続けている。

「今まで培つちかってきた経験を生かし、私は新たな教育改革を……」

　とか、なんとか言っているが、話の内容は全く頭に入ってこない。




　聞こえてくるのは自分の心臓の音だけ。さっきから馬ば鹿かみたいに激しく鼓こ動どうし続けていて、胸が苦しい。




「……今度こそ」

　自分自身に言いきかせるように、はなちゃんが呟つぶやいた。

「今度こそ」

　彼女の真似まねをして、同じ言葉を繰り返す。私も同じ気持ちであると、はなちゃんに感じてもらう為ためだ。




　……今度こそ、今度こそ全てを終わらせるんだ。

　雪が降る銃じゆう口こうの先に、稲沢雄三の頭をしっかりとらえると、彼女はゆっくりと引き金に指をかけた。







　バンッ！







　パニックとはこういう事を言うのだろう。







　演説を聞いていた人々が悲鳴をあげて散り散りになっていく。逃にげ惑まどう人々に行く手を阻はばまれた車達が次々と急停止をし、ぶつかり合い、けたたましくクラクションが鳴り響ひびいた。

　傘をさしていたＳＰが何かを叫さけびながら周囲に指示を飛ばしている。

　抱かかえられるように選挙カーの上から降ろされた稲沢雄三を、警備をしていた男達が取り囲んだ。

　男達が作った壁かべの隙すき間まから見えたのは、信じられない光景だった。







　稲沢雄三が撃たれた足を引きずって、車の中へと消えていったのである。







　彼が歩いた道には点々と血けつ痕こんが残っていた。それを呆ぼう然ぜんと眺ながめながら、はなちゃんは震ふるえている。




「一体、なにがどうなっているの？」




　はなちゃんが困こん惑わくするのも無理はない。




　だって稲沢雄三が倒たおれたのは、はなちゃんが引き金をひく前のことだったんだから。




　つまり私達より先に何者かが、稲沢雄三を銃じゆう撃げきしたのである。

「誰だれが、はなちゃんのお父さんを？」

　私は思わず、はなちゃんの質問に質問で返す。

　彼女が答えなんて知ってる訳ないのに。

「私達と全く同じ場所で同じ時間に同じ人を狙うなんて……こんな偶ぐう然ぜんってある？　はなちゃん」

　彼女は大きく目を見開いたかと思うと、「あぁ」と、唸うなり声をあげた。




「……そうよ、こんな偶然ありえない」




　彼女が言葉を言い終わらぬうちに今までと全く違ちがうタイプの悲鳴が響いた。

「あそこ！」

　選挙カーの前にしゃがみこみ、泣き叫んでいるオバさんが叫んだ。その声は明らかに私達に向けられている。

「銃を持ってる、犯人よ！」

　鬼おにの首でも取ったかのように、彼女は叫び続ける。逃げ惑っていた人々の視線が一いつ斉せいに私達に集まり、彼らも同じように私達に罵ば声せいを浴びせた。




「違う！　私は犯人じゃない！」

「何を言っても無む駄だよ、ハナ」

　叫びかえす私の手を摑つかむ。もの凄すごい力で私を引っ張りながら、はなちゃんは路地裏へと駆かけだした。




「ハメられたのよ、私達」




　走る度たび、跳はね返ってくる水しぶきが、はなちゃんの足元を汚よごしていく。

　私達の背後に、複数の足音が近づいてくる。さっきのＳＰや警察が私達を捕つかまえようと追ってきているのだ。

「私達を犯人に仕立てるのが、最初から目的だったんだわ」

「……そんな」

　この現状を受け入れられないでいる私の耳横を猛もうスピードで何かが通り過ぎる。







　バンッ！　バンッ！




　さっき五反田駅で聞いた銃声と同じだった。

　路地裏のすえた臭においに火薬の臭いが混ざりあっていく。私達を捕まえようとする大人達が発はつ砲ぽうしたのである。




　それは前頭葉を麻ま痺ひさせて自我を奪うばう銃ではない。

　撃てば鉛なまり弾だまが飛び出し、人の体を貫かん通つうし、骨肉を砕くだく。人をいつも簡単に殺す事ができる、正しよう真しん正しよう銘めいの拳銃だ。




　何度目かの銃声の後、「うっ！」と、はなちゃんが小さく悲鳴をあげた。

　よくみると彼女の左ひだり腕うでが赤く染まっている。

「はなちゃん、腕！」

「大だい丈じよう夫ぶ、ちょっとかすっただけだから」

　安心させるように、彼女はうっすらと笑えみを浮うかべながら私の手を離はなして、傷口を押さえる。

「路地を抜ぬけて繁はん華か街がいに出れば、あいつらから逃げられるかもしれない」

　そう言って、背後を振ふり返るはなちゃんの前まえ髪がみから水すい滴てきが滴したたっている。

　彼女も私も全身ずぶ濡ぬれだった。

　逃げているうちに、とうとう雪が雨へと変わっていたようである。

　天気の神様が私達をあざ笑っている気がして、なんだか腹立たしい。男達はしつこく私達を追ってきていた。神様は私達ではなく、あんなろくでもない大人達の味方なんだろうか。




「観念しろ！」

「抵てい抗こうはやめて、速すみやかに止まりなさい！」




　雨音に混じって繰くり返し聞こえてくる大人達の声。

　なんでコイツらが私達を必死に追いかけてくるのか、訳が分からない。だって私達は犯人じゃないんだもん。




　たしかに私達は稲沢雄三を狙ねらっていた。

　だけど人を撃とうと思っていたのと、実際に撃ったのとでは全然違うことでしょう？

　それに、もし彼を私達が撃ってたとしても、元々悪いことをしたのはあっちだよ？

　数え切れないくらい多くの人々を巻き込んで、傷つけ苦しめた。自分の目的のためになら自分の子供達まで犠ぎ牲せいにするやつだよ？

　悪の権ごん化げは稲沢雄三のほう。

　私達はその悪者を倒そうとした……いわば、正義の味方的ポジションでしょ？




「捕まえる相手を間ま違ちがえてるよ！」




　言っても無駄だって分かってるけど、言わずにはいられない。必死に大人達から逃にげながら私は訴うつたえ続けた。




「悪いのは稲沢雄三なのに……私の大事なものを沢たく山さん奪うばっていったのはあっちなのに!!」




　雨は激しさを増して、私の声をかき消していった。




「ハナ、こっち！」




　はなちゃんに導かれるまま、私はビルの隙すき間まを抜け、右へ左へと走り続ける。

　次し第だいに背後から聞こえる男達の声が小さくなっていく。このまま行けば、彼らから逃げきることができるだろう。




「あと、もう少し、よ」




　奥へ奥へと突つき進んでいたはなちゃんだったが、徐じよ々じよにその速度は鈍にぶっていく。

　彼女の後をついて走っていたはずなのに、気がつくと私は彼女を追い抜いてしまっていた。

「はなちゃん？」

「大丈夫、前に進んで」

　はなちゃんが自我を取り戻もどしたのは、つい最近の事だ。

　すべてが前のように戻った訳ではない。

　父親を襲しゆう撃げきしにいったのに、しっぺ返しをくらったばかり。腕に傷も負っている。そしてこの馬ば鹿かみたいに冷たい雨だ。

　私達の周りにあるもの全すべてが、彼女の体力を奪っていく。




「はなちゃん、見て！」




　彼女を少しでも元気づけたくて私は路地奥を指さした。

「もうちょっとだよ！」

　遠くで輝かがやくネオンや人ひと混ごみが、マラソンのゴールテープのようにみえる。あそこまで行けば完全に逃げ切れる。その自信が私にはあった。




　だけど、自信満々の私の態度が、天気の神様には癪しやくに障さわったようだ。







　突とつ然ぜん、視界が真っ白になる。




　それはバイクのヘッドライトだった。

　激しい雨のせいで走行音に気付かなかったのだ。

　私達に向かい、バイクは猛スピードで突っ込んでくる。




　もう避よけられない。




　それは、とてもとても自然な行動だった。

　危険を察知した私は、はなちゃんの体を思いきり突き飛ばしていた。これでもう大丈夫、はなちゃんは安全だ。




　体に激しい衝しよう撃げきを感じて、私の体はフワリと宙を舞まう。

　地面に叩たたきつけられるまでの時間が、スローモーションみたいにゆっくりと感じられる。幸いなことに痛みを感じる間もなく、私の意識は遠のいていくようだ。

　まずは音が奪うばわれた。

　私に向かって、はなちゃんが叫さけんでいるけど何を言っているのかは分からない。そして視界が奪われる。




　……真っ白になったり真っ黒になったり慌あわただしいな。




　そんな馬鹿みたいなことを考えているうちに、私は暗くら闇やみに包まれて……そこで意識はブッツリと途と切ぎれた。






















　プールに着水した私の体は、そのまま底へと沈しずんでいった。

　湧わきあがる水すい泡ほうに包まれながら、水面を眺ながめる。

　周囲は静かだ。水が揺ゆれる音しかしない。数珠じゆずつなぎになった泡あわ達は光を反射して上っていく。




『黄金卵の就ジヨブ職ハンテ活イング動ゲーム』と『黄金卵の生ロワ存イヤ闘ルゲ争ーム』を経て、唯ゆい一いつ学んだことがある。

　それは、どんな状じよう況きようでも美しいものは美しいということだ。




　ホテルでみた砕くだけたシャンデリアも、さざなみ女子高校の屋上からみた月もそう。今目の前に広がる光景もそうだ。

　煌きらめく水泡や水面を照らす太陽の日差しにうっとりと見み惚とれていると、その横をひとつの影かげが通り過ぎていった。




　はなちゃんだった。




　彼女は泡達をかきわけるように、水をうち、勢いよく泳いでいく。

　その姿は実に優ゆう雅がで、人魚というより空を舞う天てん女によに近い。私はすぐさま彼女に目を奪われた。




　これは聖アルテミス女学院に入学した時から変わらないこと。

　私にとってクィーン・オブ・綺き麗れいは稲沢はなちゃんなのだ。




　次し第だいに息が続かなくなり、私も彼女の後に続く。

　バタバタと手を動かしてもがきながら顔をつきだして、私は大きく息をした。今まで気付かなかったが、水面には枯かれ葉やゴミが浮うかんでいる。どうやらしばらく掃そう除じはされていないらしい。シーズンオフなのだから当たり前だ。

　あぁ、最悪。

　飛び込んだ時、かなりの量の水を飲んでしまった。胃液がこみあげてきたが、必死にこらえた。とにかくお世辞にも清潔とはいえない、このプールから一刻も早く陸へあがるべきだろう。

　そう頭では理解しているのだが、体は酸素を求めることに必死である。

　それにしても呼吸が自由にできるって素す晴ばらしい。

　汚きたない水を飲み込むことも、鼻の奥が激しく痛むこともない。餌えさを求めて顔を出す鯉こいみたいにパクパクと何度も何度も空気を吸い込みながら、私はさきほど蘇よみがえった記憶を思いだしていた。




　やっと繫つながった、私の記憶と夢が。




　何度も何度も繰くり返しみてきた、あの夢は私がバイクに轢ひかれた後のことだったのか。記憶のピースが次々とはまっていき、埋うまっていない部分がより明確になっていく。あとは夢の後、私が倒たおれてからの記憶さえ取り戻もどせば、全すべてが繫がる。




「ハナ！」




　さきにプールから上がったはなちゃんが、こちらに手を伸のばしていた。

　水に濡ぬれてツインテールが細く萎しぼんで、水が滴したたっている。ずぶ濡れになったその姿は夢にでてくる彼女を想起させた。残りのピースの手がかりは、はなちゃんが持っているはずだ。




　まぁそれは、あとでゆっくり彼女に尋たずねることにしよう。

　まずはここから逃にげるのが先決だ。




　そんな風に気持ちの整理をつけて、はなちゃんの手を摑つかむ。必死にプールから上がろうとするが、制服がたっぷり水を吸って馬ば鹿かみたいに重たい。

　あたふたしていると、彼女は私の両手を摑み、そのままプールサイドに引きずりあげた。されるがまま引っ張られる間ま抜ぬけな私の姿は、『大きなカブ役が凄すごく似合うで大賞』か『うんとこどっこいしょって掛かけ声がお似合いで賞』があったら、ノミネート間ま違ちがいなしだろう。




「良かった、怪け我がはないみたいね」




　その場に寝ねそべったまま、ハァハァと息を整えている横で、はなちゃんがほっとした表情を浮かべながら、スカートの裾すそを、雑ぞう巾きんの様に絞しぼりあげた。滝たきのように絞られた水が床ゆかに叩たたきつけられる。スカートがめくれ、白い太ももが露あらわになった。ところどころにできた生傷が痛々しく、そして妙みように色っぽい。

「脱だつ出しゆつ成功ね」

　彼女に微笑ほほえまれて、私はコクコクと頷うなずいた。息があがりすぎて、うまく声をだすことができなかったのである。





　　　　　♪






　ＬＩＮＥ通知音が鳴り響ひびいた。

　はなちゃんは画面を確かく認にんする前に「二人の騎士ナイトね」と呟つぶやいた。スマホを手に取った彼女の姿をみて、私はハッとする。

　慌あわててポケットをまさぐって中身を手に取った途と端たん「あぁ」と、勝手に声が漏もれてしまった。水みず浸びたしのスマホは何度電源ボタンを押してもうんともすんとも言わない。




　完全にスマホ様がお亡なくなりになられている。

　プールに飛び込むことばかりに気を取られて、すっかりスマホのことを忘れていたのだ。




「もしかして、防水じゃなかったの？」

　スマホを操作しながら、はなちゃんが申し訳なさそうにこちらの様子を窺うかがっている。

「あ、大だい丈じよう夫ぶ。保険はいってるし」

　私は電源ボタンを連打しながら、苦笑いをする。

　この先、どうなるかも分からないのにスマホの心配をしている自分が阿あ呆ほらしくなったのだ。役立たずの物体と化したスマホをポケットにしまいながら、私はのっそりと起きあがる。

「二人の騎士さんはなんて？」

　はなちゃんは返事をするかわりに、スマホ画面をこちらに向けた。





二人の騎士：帰ったらすぐお風ふ呂ろだね。






　能天気なメッセージに言葉もでない。

　私達のお風呂の心配よりもっと心配することがあるでしょ!?

　これからの指示とか、脱出に役にたつような素す敵てきな情報とかさ。もっと伝えなきゃいけない大切なことが、いくらでもあるでしょうに！

　はなちゃんは、やれやれと呆あきれた様子だが、どこか嬉うれしそうにしている。もしかしてお金持ちにしか分からないお嬢じよう様さまジョークか何かなんだろうか。




「さ、敵にバレないうちに急ぎましょう」




　はなちゃんがボタボタと地面に水すい滴てきを落としながら、建物へと歩き出したその時である。




　私達の背後に影かげが落ちた。




　突とつ然ぜん現れた影に驚おどろき、背後を振ふり返ると、風を切りながら何かが猛もうスピードで落下してくる。

「え、なに？」

　身構える暇ひまもなくけたたましい音と共に水しぶきがあがった。

　私達の後に続き、誰だれかがベランダから落ちてきたのである。

「下がって！」

　水しぶきを被かぶって更さらにずぶ濡れになった私の盾たてになるように、はなちゃんが立ちふさがった。

「ハナは建物の中に！」

　そう叫さけびながら、彼女は水面を睨にらみつけている。




　一人で逃げる訳ないじゃん！

　私がそう反論しようとした時、ぶくぶくとした無数の泡あわと共に、黒いものが海かい藻そうのようにプールに浮うきあがってきた。身構えながら、謎なぞの人物が顔を出すのを待っていると、すぐにザバンッと水面が破られた。




「……え？」




　強こわ張ばっていた体からフニャフニャッと、力が抜ぬけていく。

　顔をだしたのは───レイちゃんだった。




　　　　☆★☆★




　階段に足をつける度たび、革かわ靴ぐつの中で靴下がぐちょりと音を立てる。

　プールからあがってからというもの、体はダルいし、制服は水を含ふくんで重たいし冷たいしで、最悪の気分だった。

　ホテルの廊ろう下かで拝借したタオルで体を拭ふきながら、私達は階段をくだっている。

「また階段!?」と、輪をかけて最悪な気持ちとなり、正直うんざりしていたけれど、文句は言っていられない。




　逃にげ場のないエレベーターに乗ることが危険ってことも、女子高生がずぶ濡ぬれになって歩いている姿は想像以上に人目をひくってことも、だから、こっそり移動しなければいけないってことも理解している。




　ゴシゴシとタオルで頭を擦こすりながら、私は背後を振り返った。

「……レイちゃん大丈夫？」

　彼女から返事はない。

　タオルを肩かたにかけたまま無表情で私の後をついてきている。黒々とした髪かみは濡れて、輝かがやきを失い、男達との乱らん闘とうで出来たと思われる擦すり傷が体中を覆おおっている。生気を失い、顔色の悪い彼女は老ふけこんでみえた。

「レイちゃん、ちゃんと拭かないと風邪かぜひくよ？」

　声をかけると、無言のままゴシゴシと体を擦り始めた。

　私の言葉を『お願い』ととらえたようである。

　違ちがう、そういうつもりで言ったんじゃないんだって。私は別に命令した訳じゃないんだよ。そう訂てい正せいしたかったけれど今の彼女に何を訴うつたえた所で、私の言葉は届きやしない。




　人形のような彼女を見ているのはつらい。




　レイちゃんがいたから、いくら周りからめんどくさがられても学校生活を頑がん張ばることができた。今までずっとそう思っていた。

　けれど私を救ってくれた彼女が、私の言う事を聞く『腐くさった卵』だったのである。超ちよう受け身で流されっぱなしな性格ゆえ、私が彼女に何か『お願い』をした覚えはない。

　しかし気付かぬうちに命令をして、彼女に言うことを聞かせていた可能性は否定できない。もしそれが事実ならば、無理やり彼女を私の「めんどくさい」に巻きこんだことになる。

　考えを巡めぐらせていると、ゾッとして悲しい気持ちになった。




　今までのように、せめて人間らしい振る舞まいをしてほしい。

　本当は今すぐにでも「前の自分の様に行動して」ってレイちゃんに『お願い』したかった。けど、はなちゃんがそれを止めたのである。




「洗脳が解け始めているのかもしれない」




　はなちゃんはそう推理した。

　助けがやってくるまで７１２号室に隠かくれていてという『お願い』に背そむき、レイちゃんはプールに飛び込んだのである。『腐った卵』と化してしまった人間が、命令に背く事など本来はありえないことだ。

『腐った卵』から脱だつして、元の自分に戻もどれる。

　それが事実ならば、とても喜ばしいことのはずなのに、推理をする彼女は戸と惑まどいを隠そうとはしなかった。




「もちろん味あじ田たさんには元に戻ってほしい。だけど彼女が『彼』を思いだしたら……ハナはどうするつもり？」




　はなちゃんは不安なのである。

　自我が戻り、記き憶おくが蘇よみがえった時、レイちゃんがあの「悲しい出来事」を受け止められるかどうかが……。




　私達がまだ、ただの女子高生だった頃ころ。

　レイちゃんは教育実習生の久く保ぼ賀が大だい治じに恋こいをした。そして彼とお付き合いをしていると思い込んでいた。けど、実際は久保賀に弄もてあそばれただけ。




　あいつは黄金卵の就ジヨブ職ハンテ活イング動ゲームで大半の女子生徒が『腐った卵』に変わると知って、手当たり次し第だいに女子生徒に手を出していたんだ。




　悲劇はそれだけで終わらない。




　彼女は敵から銃じゆうを奪うばい、久保賀の頭を撃うち抜くと、そのまま銃口を私達に向けたのだ。この事を思いだすと、嫌いやな光景が蘇ってくる。

　レイちゃんを抱かかえたまま宙を舞まう古こ寺じ先生の姿だ。

　彼は身を挺ていして、暴走する彼女から私を守ってくれたのだ。

　皮肉にも、レイちゃんが『腐った卵』と化したのは、聖アルテミス女学院のプールであった。さっき私とはなちゃんがプールに飛び込んだことが彼女の自我を呼び戻す鍵かぎになっても、なんら不思議ではない。




　レイちゃんが、もし久保賀を思いだしたら……どうなるんだろう。




　私の『お願い』のせいで、彼女の記憶は久保賀と付き合っていたところで止まっている。レイちゃんの中では、彼は事件に巻き込まれて行方ゆくえ不明になってしまった恋こい人びとなのだ。

　あの事件のあと、彼女が家に引きこもり悲しみに耽ふけっていたのは、間ま違ちがいなく『久保賀』のせいだろう。酷ひどい仕打ちをうけたことを忘れて、何年もの間、彼を思い続けていたのだ。きっともの凄すごくショックを受けるだろう、そして黒くドロドロした怒いかりが体からわきあがるはずだ。




　その時が訪おとずれたら……私はどうするんだろう。はなちゃんに問われた答えは、まだ見つからない。




「ハナ、まずはここから出ることに集中しましょう」




　悶もん々もんとする私の思考を、はなちゃんがバッサリと断たち切った。彼女は冷ややかな目線をレイちゃんに向ける。

「三人での行動は、想像以上に目立つから」

　さっきから、はなちゃんはレイちゃんにチョット冷たい。ついてきてしまったから仕方なく一いつ緒しよに連れてはいくが、本心からいえば共に行動したくはない。これが、はなちゃんの本音のようだった。

「ねぇ、はなちゃん」

　私はさっきから頭に浮うかんでいた案を、彼女に投げかける。

「……二人の騎士ナイトさんに、相談してみたらどうかな」

　はなちゃんは立ち止まり、私を見やった。

「何を？」

「レイちゃんについて。記憶を取り戻すタイミングとか」

　彼女は微かすかに眉み間けんにしわをよせる。

「どうして、彼に？」

「だって……彼は私達の協力者なんでしょ？　答えの教え方は意地悪だけど、さっきも私達に逃にげる道を教えてくれたし」

　はなちゃんの相あい槌づちを期待したが、彼女は口を噤つぐんだまま黙だまっている。

　彼女は、いつになく険しい顔をしていて少し怖こわい。はなちゃんがこういう表情を私に向けるのは、とてもとても珍めずらしい事である。




　あれ……もしかして怒おこってる？




　不安になりつつ、私は懸けん命めいに笑え顔がおを作り、そのまま言葉を続けた。

「ほら言うじゃない、三人寄れば……えっと」

　言葉が続かない私に痺しびれをきらしたのか、はなちゃんはやっと口を開いた。

「文もん殊じゆの知ち恵え」

「そうそうそれ！」と、喜ぶ私をおいて、彼女は再び階段を下り始めた。

「ほら、もうすぐ出口ですよ」

「はなちゃん？」

「さっき、言ったでしょ……まずはここからでることに集中しましょう」

　彼女は言葉を区切り、呼吸を整えてから再び口を開いた。

「それにまだ……彼女と彼が接せつ触しよくを持つには早すぎます」




　接触を持つのは、まだ早い……それってどういう意味？　はなちゃんに聞き返したかったけど、できなかった。彼女が反論を許さないという風に、歩みを速めたからだ。はなちゃんの反応から推測するに、二人の騎士とレイちゃんを会わせるのを、嫌がっている。レイちゃんに会わせたくない相手って……そう考えた時に、一人の男の顔が浮かんだ。




　二人の騎士って、久保賀大治なの？




　ふと耳のピアス跡あとをいじり、口角をつりあげて笑う彼の姿が蘇る。

　脳のう漿しようを撃ち抜ぬかれた久保賀に「良い人間として行動して、私達を守って」と、『お願い』をした。

　レイちゃんにあんな酷い仕打ちをした彼には『腐くさった卵』になる前の自分がするであろう行動をして」とは、どうしても言えなかったのである。その行動の是ぜ非ひはひとまずおいて話を進めよう。

　私が言いたいのは、良い人間となった久保賀が私達の味方をしていてもおかしくないってことだ。もしそうならば、緊きん張ちよう感かんの全くない、あのふざけたメッセージの内容もしっくりくる。そしてなにより、久保賀が、はなちゃんといるならば……。




　私の中に小さな希望が生まれる。







　古寺先生も、一緒にいるって可能性はないだろうか。




『二人の騎士』っていうのは、古寺先生と久保賀を指す言葉なんじゃない？

　彼はレイちゃんを倒たおした張本人だ。

　久保賀ほどではないが、彼女にとって恨うらむべき人物になりうる。だから、はなちゃんは『二人の騎士』の正体を隠かくし続けているとか？




　分かっている、あまり期待しすぎるのは良くない。




　だけど、もしそうならばって考えると自然と体が軽くなる。

　古寺先生には会って直接言いたいことがあるんだ。

　聖アルテミス女学院のプールで、さざなみ女子高校の屋上で、何度も私を助けてくれた彼に、心から「ありがとう」を伝えたい。よくよく考えれば私達の味方をしてくれる男の人なんて、その二人くらいのものだもん。
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　　　　　♪






　再びＬＩＮＥ通知音が響ひびき、我に返る。

　久保賀や古寺先生を思いだしている間に、私は階段を下りきっていたようだ。

「……え？」

　二人の騎士からのＬＩＮＥを眺ながめて、はなちゃんは言葉を漏もらした。

「どうしたの？」

　私が尋たずねると、はなちゃんは黙ったまま、スマホ画面をこちらにむけた。





二人の騎士：良いニュースと悪いニュース、どっちから聞きたい？






　相変わらずふざけたメッセージばかり送ってくる奴やつである。

「もったいつけないで早く教えてよ！」




　私が怒ど鳴なると、すぐに新たなメッセージが表示された。





二人の騎士：では良いニュースから。

二人の騎士：警察がホテルに到とう着ちやくした。君達の仲間は保護されるだろう。彼女達はもう安全だ。






「良かったぁ……」

　心の底から安あん堵どしている私に対してのリアクションは特にないまま、二人の騎士は新たなメッセージを送りつけてくる。





二人の騎士：続いて悪いニュース。






　はなちゃんと私は身構え、じっと画面に注目する。

　こちらの反応を楽しんでいるように、二人の騎士はたっぷりと間をあけてから、新たなメッセージを発信した。





二人の騎士ナイト：君達が逃にげ出したことに、敵はようやく気付いた。

二人の騎士：ホテルの周り、半径５００メートル。至る所に敵が潜ひそんでおり、市位ハナを捕つかまえようと躍やつ起きになっている。






「……思ったより早かったわね」

　自分の名前がメッセージに現れて啞あ然ぜんとする私の横で、はなちゃんは使っていたタオルを綺き麗れいに折り畳たたむと、階段の隅すみに置いた。私もそれにならって自分のタオルを、はなちゃんのものに重ねる。

　借りパクせずにキチンとホテルに返すなんて、さすがはなちゃん……。

　って、いつもなら感心してしまうのだけど、今は恐きよう怖ふの感情が優まさっていた。

「どうして、私だけ!?」

　自分を落ちつかせる為ために、私はレイちゃんのタオルを手にとり、畳む。

　はなちゃんのものと違ちがい、私が畳んだタオルは端はじっこがフニャッとして、なんだか汚きたならしい。

「ハナ、落ちついて」

　ごめんね、はなちゃん。

　でも、落ちつけって言われて落ちつけるんなら最初から取り乱したりなんてしないんだって。

「口くち封ふうじするのが目的なんだったら、私だけじゃなく他ほかのメンバーも狙ねらうはずでしょ？」




　騒さわぐ私を、はなちゃんとレイちゃんがじっと見つめている。

　別に他の子達が危険な目にあってほしいわけじゃない。でも、どうしても思ってしまうのだ。

「どうして私だけ!?　ねぇ、どうして!?」

　答えがないと分かっているのに、問い掛かけずにはいられない。

「……それは分からない」

　理り不ふ尽じんな私の態度に怒おこる事なく、彼女は静かに喋しやべり出した。




「ただ狙われる理由があるとすれば……あなたが唯ゆい一いつ残る黄金卵だからでしょうね」




　言っている意味が分からず、私は彼女の言葉の続きを待った。

「ハナは私に教えてくれたわよね。八やつ井い田だ風ふうと穀こく倉そう伊い月つきという子達が田篠珠じゆ雲うんに勝利したこと……。けど、田篠は彼女達に銃じゆうを向けて『反則勝ち』をしようとしたって」

「……そうだけど」

　静かに頷うなずきながら、パッツン前まえ髪がみと三つあみ髪を思いだしていた。




　はなちゃんの自我を戻もどす為、田篠を追っていた頃ころの話である。

　彼を探している中で、私は風と伊月と出会った。彼女達は田篠が赴ふ任にんしていたさざなみ女子高校にいた生徒だったのである。

　二人を救うことができたからよかったものの、彼女達には本当に申し訳ないことをしたと思っている。はなちゃんを助けることに必死だった私は、彼女達を田篠との戦いに巻き込んでしまったのだ。




「ルールを無視してゲームをおわらせようとした彼の脳のう漿しようを……ハナは撃うち抜ぬいた」




　はなちゃんの顔が微かすかに歪ゆがむ。

　おそらく兄である田篠珠雲のことを想像して一いつ瞬しゆんだけ胸を痛めたのだろう。彼女はすぐに表情を戻した。




「つまり黄金卵の生ロワ存イヤ闘ルゲ争ームを勝利したのはアナタ。ハナは高度育成プロジェクトの……黄金卵の頂きに立っているのよ」




　黄金卵の頂き？

　そんな頂点に立つことなんて全く望んでいない。

　勝手に一番上に立たされて、勝手に私を捕まえようとしているなんて……なにもかもが理不尽過ぎて吐はき気がする。

「大だい丈じよう夫ぶ、私はあなたを捕まえさせなんてしない……必ずあなたを守ってみせるから。私を信じて」

　はなちゃんは力強く言ってから、クスリと笑う。

「口先で何を言われても安心なんてできないわよね、ごめんなさい」

「……そんなことないよ」

　根こん拠きよがない自信だって、私を思ってくれるその気持ちが嬉うれしいんだ。それに私がはなちゃんだったら、同じ言葉を彼女にかけたと思うから。はなちゃんは目線を私からスマホにずらして、静かに口を開いた。




「さぁ、二人の騎士さん……ここからどう抜け出すか教えてちょうだい」





　　　　　♪






　通知音と共に現れたのは、





二人の騎士：これは君達へのラブレター。






　という文章と、一枚の画像だった。

　画像には何か文字が書かれているが細かくて、よく見えない。はなちゃんがタップするとスマホ一面に広がった。
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「……また意味分かんないことを」




　私は思わず舌打ちする。

　画像は一枚の写真だった。そこには原げん稿こう用紙に手書きで記された短い文章が映し出されていた。





「きみ思うほど　ぼくが失うきぼう。　きょうも死ぬ気で　あいすと誓ちかおう」






　口に出して読んでみるが、やっぱり意味不明である。

　出で来き損そこないのラブレターにうんざりしながら、私はスマホの向こうにいる『二人の騎士ナイト』の顔を想像して、思いっきり睨にらみつける。

「もうクイズはいいから、どうしたらいいか教えてよ！」




　二人の騎士は、うんともすんとも言わない。




　クイズ形式でなきゃ、救いの手を差し伸のべてくれないなんて……全然騎士っぽくないじゃないか。苛いら立だちながら私は言葉を続けた。

「じゃあ、ヒント！　なにかヒントちょうだい！」





　　　　　♪






　待ってましたといわんばかりに、通知音が鳴った。期待して画面に目をやる。





二人の騎士：恋こい心ごころなど三つに切り裂さいてしまえ。下心にこそ真実が宿る。






「……更さらに謎なぞが深まったんだけど？」

　もちろん返信はない。

　文字を打ちこんでいるわけじゃないけれど、既き読どくスルーされているみたいな悲しい気持ちになってくるよ。




　いや、駄だ目め駄目……私は自分に言いきかせる。




　二人の騎士にイラついているほど時間に余よ裕ゆうはない。早く答えを導き出して、ここから逃にげなきゃ。




「きみ思うほど　ぼくが失うきぼう。　きょうも死ぬ気で　あいすと誓おう……恋心など三つに切り裂いてしまえ。下心にこそ真実が宿る」




　はなちゃんは目を瞑つぶり、ブツブツと先ほどの文章をそらんじている。

「凄すごいはなちゃん。一回みただけで文章覚えちゃうなんて」

　彼女は「そんなに凄いの？」というようにキョトンと首をかしげる。




「別に凄くないわ、そんなに役にも立たないし」




　役に立たないって……。

　はなちゃんの記き憶おく力がデフォだと思わないで貰もらいたいんだけどな……。そう思いながら私はスマホを借りて、さっきの画像を開く。
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　読めば読むほど、意味不明である。

　希望失うとか、死ぬ気とか、誓うとか。たった三十文字しかないのに、やたら重たい言葉ばかりが並んでるし。大体、なんでこれだけ手書きなのだろう。しかも丁てい寧ねいに原稿用紙まで用意しちゃって……二人の騎士の考えがさっぱり分からない。




「これ、わざわざ書いて写真に撮とったのかな？」

　そう呟つぶやくと、瞼まぶたに覆おおわれていたはなちゃんの大きな瞳ひとみがパチリと姿を現した。

「……やっぱり私の記憶力なんて、ちっとも役には立ちませんね」

　彼女は私が持つスマホを覗のぞきこみ、まじまじと原稿用紙の文字を眺ながめた。




「きっとこの文章には大した意味はない。わざわざ原稿用紙で送られてきた……そこが一番重要なポイントのはず」




　原稿用紙ということに意味がある。

　じゃあ原稿用紙の特とく徴ちようって一体何なんだろうか。私は頭に浮うかんだ言葉をそのまま次々と口にだしていった。

「原稿用紙は、縦書きで、マス目があって、字の大きさを揃そろえやすくて、文字数が数えやすい……あとレポート用紙と違ちがって四百字書けば用紙が埋うまるから、なんか達成感がある」

　はなちゃんが「ぷぷぅ」と吹ふき出し、久しぶりに天使のラッパを鳴らした。

「達成感っていう部分は、多分ハナだけじゃないかしら」

「え、噓うそ!?　作文嫌ぎらいには四百字埋めるのだって一苦労なんだけど？」

　思わず反論すると、手の中でスマホが振しん動どうした。





二人の騎士：おしゃべりしている時間はない。






　新たなヒントはくれないのに、注意だけはするわけね。私達の会話はしっかりチェックしているってアピールだろうか。

「時間がないって分かってるなら、さっさと答え教えてよ！」

　安定の返事無視である。

　お約束のパターン化しちゃって怒いかりも湧わいてこない……いや、やっぱりちょっとムカつく。だってこの人、完全に私のことおちょくってるんだもん！

「次はヒントのほうに注目してみましょう」

　はなちゃんは私の怒りを鎮しずめる様に、話題をクイズへと戻もどした。

　画面に表示された「恋心など三つに切り裂いてしまえ。下心にこそ真実が宿る」の文字を彼女は指先でツツツとなぞる。原げん稿こう用紙の文章ほどではないが、こっちもなかなかの意味不明っぷりである。

「さっきのラブレターの続きかなんかかな？」

　はなちゃんは「どうでしょう」と、首をかしげる。

「続きならば、同じように原稿用紙に書き記すのではないでしょうか？」

　彼女の意見はもっともである。

　っていうか、ヒントの意味が分からなきゃ、それってヒントとして成立していないって思うんですけど。

　二人でうんうんと唸うなりながら何度も何度もヒントの文章を繰くり返す。完全に思考が行き詰づまった時、ボンヤリと空を眺めているレイちゃんの姿が目に留まった。




「……レイちゃん」

　声をかけられて、レイちゃんは静かに私に視線を向けた。彼女と対たい峙じした私は静かに彼女にこう言葉をかけた。




「ねぇ、『お願い』。黄金卵の就ジヨブ職ハンテ活イング動ゲームに参加する前のレイちゃんだったら、このヒントをみてどんな事を思うか教えて」




「ハナ！」と、はなちゃんが窘たしなめる様に私を呼んだ。

「彼女をそんな風に使ってはいけない」

「使ったんじゃない、私はレイちゃんに『お願い』したの！」

　彼女は信じられないというように何度も首を横に振ふっている。まだ湿しめっているツインテールから水しぶきが散った。

「そんなの屁へ理り屈くつだわ」




　はなちゃんの言っている事は正論だ。

　正論だけど、どこか間ま違ちがっている気がしてしまう。




　たしかにレイちゃんは今まだ自我を取り戻していない。

　私だって彼女に命令なんてしたくはない。でも、だからといって黙だまって私達についてこい、何もするなって言うのは……それこそ、彼女を人として扱あつかってないってことなんじゃないかな。







「私は味田レイコっていう人間に助けを求めたの。私達だけじゃ答えにたどり着けないのは事実でしょ」




　はなちゃんは不満そうに口を噤つぐんでいる。

　私の行動は認められないが、そこまで言うならば試ためしてみろってことだろう。渋しぶ々しぶだけれど彼女から了りよう解かいも得られたので、私はレイちゃんに再び話しかけた。

「どうかな、何か思いついた？」

　スイッチが入ったように、レイちゃんの瞳に再び光が宿る。彼女は黒くろ髪かみを耳にかけながら、ボソリと呟いた。




「……一個確実に分かることがある」




　予想以上の答えが返ってきて、私は興奮を隠かくせなかった。




「え、分かったって!?　何が!?」

　レイちゃんの唇くちびるに微かすかに笑えみが浮えかぶ。

「この文章を書いた奴やつは確実に男の人だね」

　意味が分からず、ポカンとしている私にレイちゃんは得意気に言葉を続ける。




「下心にこそ真実が宿るなんて事考えるの、男だけでしょ」




　……あぁ、やってしまった。

　これ、完全にはなちゃんに呆あきれられるパターンだよ。

　もちろん最初から答えに直結する回答がくるなんて思ってなかったけど、ここまでクイズに無関係なものが返ってくるなんて、想定外である。

「恋こい心ごころは三つになんて分かれない」

　一度喋しやべり出したレイちゃんは唇を閉じるのを拒こばむように、口を動かし続ける。

「恋心の種類は上辺と下心の二つだけ。しかも、それは切り離はなすことなんてできない。表ひよう裏り一体でくっ付いているものだから……とか、これを書いた人なら考えそうな気がするけど」




　レイちゃんの恋れん愛あい観はなんとなく分かった。

　私の『お願い』の仕方が間違ってたんだよね。嫌いやな汗あせを背中にかき、隣となりにいる天使の顔をみることができない。

　いつ、はなちゃんから溜ため息いきが聞こえてきてもおかしくない状じよう況きようである。私はハラハラしながら、耳を澄ました。

「……たしかに本当の恋心は三つに切り裂さけない」

　けど、聞こえてきたのは溜息ではなく、はなちゃんの呟つぶやきだった。

　はなちゃんまで恋バナはじめちゃうかんじ!?　戸と惑まどう私が答えに困っていると彼女は言った。

「じゃあ、このヒントの恋心ってなんのこと？」

「そりゃ……このうさんくさいラブレターのことじゃない？」

　私はスマホに表示された画像をつつく。




「たしかに原稿用紙ならば三つに切り裂くのは、たやすいことね」




　いつでも、はなちゃんの言葉は希望の光だ。

　二人の騎士ナイトが私達に放った点と点がひとつに繫つながっていく。ゴールはすぐそこ。そんな手ごたえを、たしかに感じていた。





「恋心など三つに切り裂いてしまえ。下心にこそ真実が宿る」






　恋心が、このラブレターもどきをさすならば、あとは下心さえ分かれば真実が導き出せるはずだ。

　ここで大きな問題が、私の前に立ちふさがった。だって私の辞書にある『恋愛』の項こう目もくには、たいした解説文が載のっていない。まともに恋愛なんてしたことないし、彼氏だってできたことないんだから。







　ほんのわずかしかない恋愛脳部分をフル起動させるが、私の頭にはロクな言葉が浮うかばない。




「上辺と下心の間には、本当に気持ちがないのかな。中なか心ごころ的な？」

　とりあえず口にだしてみたが、明らかに馬ば鹿かっぽい発言である。

　意味が分からなかったのか、はなちゃんはキョトンとして、私の顔を見やっている。

「あ、気にしないで。もし中心があれば恋心を三つに切り裂くっていう言葉もしっくりくるのになって思った、ただそれだけだから！」

　口早に弁解したあとに激しく後こう悔かいする。言葉をつけ足せばつけ足すほど、恋愛未経験者であることが露ろ見けんしていく。どうして心の中にとどめておかなかったのか……自分の言葉に赤面していると、

「……そうか」

　はなちゃんが原げん稿こう用紙の画像をめいっぱい拡大する。




「三つに切り裂けば、恋心は三つの部位に分かれる……原稿用紙に書かれた文字は縦六文字。つまり二文字ずつ、上段・中段・下段に分解することができる」




　ここまで解説を聞けば、もう分かるわよね？




　そんな風に目配せされて、私は頷うなずく。


「恋心など三つに切り裂いてしまえ。下心にこそ真実が宿る」



　下の心、つまり下の段に真実がある。私は原稿用紙の上段・中段をそっと手で覆おおい、そこに現れた言葉を、ゆっくりと声に出して読んだ。

[image: ]

「……歩道橋で会おう」

　その瞬しゆん間かん、スマホが振しん動どうする。

　二人の騎士からの『正解』というメッセージだろう。私はメッセージを開くことなく画像を閉じた。散々シカトされたささやかな仕返しである。私ははなちゃんのスマホでアプリを起動させて、ホテル周辺の地図を表示させた。

「ホテル前の道路を渡わたった先に、歩道橋があるみたい」

「……自力でここまで逃にげてこいってことね」

　安全に逃げ切る方法を期待していたのだろう。

　はなちゃんは少し残念そうな顔をしながら、スマホをポケットにしまい、建物の外へと歩き出した。

　地図とじちゃって大だい丈じよう夫ぶ？

　そう言いかけて、私は口を閉じる。記き憶おく力抜ばつ群ぐんの彼女に、今の質問は愚問だろう。私はレイちゃんの手をとって、彼女の後に続いた。




　　　　☆★☆★




　歩道橋へと急ぐ私達に、ビュービューと秋風が吹ふきつける。

　普ふ段だんなら心地ここちよく思うだろうその風は容よう赦しやなく体温を奪うばっていった。走っていればすぐ体が温かくなるだろう……そう期待していたのだが、その兆きざしは全くない。カタカタと奥歯が鳴り、全身が粟あわ立だっていることが分かる。

　握にぎっているレイちゃんの手も氷のように冷たい。

　レイちゃんもきっと凍こごえるほど寒いだろう。しかし彼女は無表情のまま、走り続けている。

　本当は立ち止まり、どこかで体を温めたかった。でも立ち止まる訳にはいかない。どこに敵が待ち受けているか分からないからだ。地図でみる限りでは、歩道橋はすぐそこだったのに。ゴールまでの道のりが、とんでもなく長く感じられた。

　不幸中の幸いは、人通りが少ないことだろうか。変に注目を集めることもないし、人ひと影かげが現れればそれを敵と思えばいいのである。

「さっきはごめんなさい」

　先頭を走るはなちゃんが突とつ然ぜん口を開いた。

「え、なんのこと？」

　目の前で揺ゆれるツインテールに向かい、私は尋たずねた。

「味田さんに意見を聞くことに反対して」

　彼女は前を向いたまま喋しやべり続ける。

「怖こわかったの、誰だれかに命令することに慣れてしまう気がして……でもハナが言っていた通り彼女の言葉がヒントになった」

「そんな、謝らないでよ」

　走っているせいで、息が上がって言葉がとぎれとぎれになってしまう。

「私だって、自分のしたことが、正解なのかなんて、分からない……自分の行動が正しいかなんて後にならなきゃ、分からない。でも、間ま違ちがってたとしても、それが私の、選んだ答え、だから」

　走りながら、はなちゃんがクルリとこちらに顔を向けた。彼女の口元は緩ゆるみ、どこか嬉うれしそうである。

「ハナ、格好良い」

「ちょっと茶ちや化かさないでよ！」

「茶化してない……心からそう思ったの」

　冷え切った首筋がカッと熱くなった。照れくさくて誇ほこらしくて耳たぶあたりがカッカして疼うずく。

「……早くみんなが元に戻もどればいいのにね」

　はなちゃんが微笑ほほえみ、前を向きなおそうとした時である。彼女の顔が強こわ張ばり、一いつ瞬しゆんで焦あせりが浮うかび上がった。

「逃げて！」

　はなちゃんが叫さけんだと同時である。背後からエンジン音が響ひびいた。背後を振ふり返る。




　そこには二台のモーターバイクの姿があった。




　ヘルメットをかぶっているから彼女達の顔は分からない。

　彼女達、といったのは敵が着ているバイクスーツから判断した事だ。スーツから浮き出る体のラインは女性特有の丸みを帯びていたのである。バイクの車体はけばけばしいピンク色と黄色で無む駄だにカラフルだ。

　猛もうスピードで突とつ進しんしてくるカラフルバイクは、明らかに私達を狙ねらっている。バイクの攻こう撃げき的な走行音は何度もみた夢の光景を思いおこさせた。

「こっち！」

　はなちゃんは傍そばにあった建物に飛び込んでいく。

　そこはマンションのモデルルームのようだった。

　建物の中に逃げ込んでしまえば一安心……かと思いきや、モーターバイクはそのまま私達の後について室内に突とつ入にゆうしてきた。レイちゃんの手を引きながら走っていては、たちまち追いつかれてしまう。

「レイちゃん、とにかく歩道橋までダッシュ！」

　私は彼女の手を離はなしながら、そう叫んだ。

　レイちゃんはたちまちスピードをあげて、私を追い抜ぬいていく。今まで本気を出さず、私のスピードに合わせて走ってたのか。彼女の運動能力に驚おどろきながら、私は大きく手を振り、前へ前へと足を踏ふみ出した。




　ベッドルーム、キッチン、リビング、バスルーム、トイレ……。




　はなちゃんは敵を欺あざむくように、モデルルームを右へ左へと蛇だ行こうしながら進んでいく。ころころと変わる周囲の風景に酔よいながら、私は必死にはなちゃんの後を追う。はぁはぁゼェゼェ……自分の呼吸が忙せわしなくうるさくて仕方ない。敵は私達の追つい跡せきに苦戦しているようだが、じわじわと確実に距きよ離りを詰つめていく。このままでは追いつかれるのも時間の問題だ。

「もうやめて[image: ]」

　はい、そうですか。と、敵が言う事を聞いてくれるわけがない。分かっていたが叫ばずにはいられなかった。




「こっち来ないで[image: ]」




　だがその瞬間、奇き跡せきが起こった。

　背後から聞こえるエンジン音が途と絶だえたのである。




　一体何が起こったの？

　背後が気になりつつも、私は前に走り続けた。すでにはなちゃんとレイちゃんにかなり後おくれをとっている。このままでは置いていかれてしまう。

[image: ]

　誰かに肺を押しつぶされているみたいに、呼吸が苦しい。

　無我夢中で手足を動かす。前を走るはなちゃんが勢いよくドアを開け放つ。二人に一いつ拍ぱく遅おくれて、私は外に飛び出した。







　建物を出た私の目に飛びこんできたのは、歩道橋だった。




　私は一心不乱に走り続けていただけだったけど、はなちゃんはしっかり頭に地図を浮かべて、歩道橋に向かっていたのである。

「あそこ！」

　はなちゃんが一直線に何かを指さした。

　そこには一台の黒いバンが停とまっている。

　私達を待ちかまえていたように、歩道橋の下に停まっていたバンの扉とびらが開いた。はなちゃんは迷うことなくバンに駆かけ寄り、中へと飛び込んでいく。




　あの車の中に協力者───二人の騎士ナイトがいるんだ。




　私は再びレイちゃんの手を摑つかみ、はなちゃんに続き、車の中に転がり込んだ。

　私達が乗りこんだのを確かく認にんするとバンは猛スピードで走りだす。

　後部座席に倒たおれこみながら、私は自動で扉が閉まっていくのを呆ぼう然ぜんと眺ながめていた。車内は暖だん房ぼうが効いており、温風が、じんわりと体に染しみ込んでいく。

「……生き返るぅ」

　ほっと一息ついた私に、ククククと笑い声が降り注ぐ。




「やっぱりお風ふ呂ろに入ったほうがよさそうですね」




　それは運転席から聞こえてきていた。

　車を運転する、二人の騎士の声に間ま違ちがいなかった。彼に会ったら言うと決めていたお礼や、感謝の気持ちがあったはずなのに、そういった温かい気持ちが瞬またたく間に消え去っていく。

　頭が真っ白だった。

　ドクンドクンと耳奥で鼓こ動どうが響き、嫌いやな汗あせが額に滲にじむ。

　私がこっそりと持ち続けていた淡あわい希望がガラガラと崩くずれ去ったのだ。現実を受け止めるのが死ぬほど怖こわい。この光景を信じたくない。完全に頭がエラーを起こしてしまっている。

「どうしたんですか、口を馬ば鹿かみたいに開けて」

　クククと喉のどの奥を震ふるわせながら、『二人の騎士』が運転席から静かに顔を出す。

　長い前まえ髪がみの間から、冷たい切れ長の瞳ひとみが覗のぞいている。啞あ然ぜんとしたまま固まる私に微笑みながら『二人の騎士』はかけていた眼鏡を指で押しあげた。




「……お久しぶりです、市位ハナさん」




　なれなれしく名前を呼ぶ『二人の騎士』こと田篠珠雲を、私は睨にらみつけることしかできなかった。







　あとがき




　はじめましての方もおひさしぶりの方もこんにちは！　どうも吉よし田だ恵え里り香かです。この度たびは脳のう漿しよ炸うさ裂くれつガール『さあ○○ように踊りましょう』をお手にとっていただき誠まことにありがとうございます。

　脳漿シリーズも、今回で五巻目！　ハリ○タでいうと『不死鳥の騎○団』の巻数までやってまいりました。ここまでシリーズが続いているのは作品を読んでくださるあなたのおかげです。改めて心から感謝いたします！

　さて、いかがでしたか？

　前巻のあとがきで書いた『あの人物』とは、ずばり稲いな沢ざわはなのことでした。

　久々のＷはなの復活。二人のかけあいを再び書くことができて楽しかったです。彼女達の一いち蓮れん托たく生しようっぷりを感じてもらえれば幸いです。

　五巻では彼女達の状じよう況きようは一変。ハナが記き憶おくを失っている間に何が起きたのか？　なぜ男達は彼女を狙ねらうのか？　そしてどうして田た篠しのがはなと一いつ緒しよにいるのか？

　クライマックスに向けて加速するＷはなの物語にご期待ください！　六巻も頑がん張ばります！

　さてさて、皆みなさんもうご存じだと思いますが、この作品の実写映画化が決定いたしました。わ～い！（拍手）

　ありがたいことにそちらの脚きやく本ほんも私が担当させていただいております。

　自分の書いた小説が映画化する日が来るなんて……タイムマシンがあるなら過去に戻もどって、作家に憧あこがれていた自分に教えてあげたいです！　素す晴ばらしいキャストの皆さんとアベ監かん督とく、スタッフさんとで力を合わせて頑張っておりますのでご期待くださいね！　早く動くＷはなが観みたい!!　２０１５年夏に公開予定です。




　最後になりますが、脳漿炸裂ガールの産みの親であるれるりりさん・巻を重ねるごとに進化を遂とげるイラストのちゃつぼさん・いつもお洒しや落れでベッピンな編集Ｙさん・五巻一章のゲームアイディアをくださった関西テレビの中なか畠はたさん・関係者の皆さん。いつも支えてくれる家族・友人。そして、五巻を手にとってくださった皆さんに心の底から「ありがとう×∞」を。では、またお目にかかりましょう。その日まで皆さんお元気で♡
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